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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

9
月
25
日（
土
）・9
月
26
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
金
）・
１7
日（
金
）・
29
日

（
水
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

8（
金
）・
20
日（
水
）・
28
日（
木
）

の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
３
期

国
民
健
康
保
険
税
３
期

介
護
保
険
料
３
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
３
期

納
期
限
は
９
月
３０
日（
木
）で
す

月
9

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

9
月
の
支
払
日

10
月
の
支
払
日

99 有
料
広
告

「今度」と言わず早めに確認
「もしもの備え」///あなたは何を持って避難しますか？

台風シーズン到来、防災グッズを再点検台風シーズン到来、防災グッズを再点検

人口
　男
　女
世帯

（　 9）
（　 9）
（ 0）
（　 1）

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,846人
3,368人
3,478人
3,255世帯

転入  9人/  出生 1人
転出  6人/  死亡 13人

地区
ご出産おめでとうございます

吉 野　瑠 夏 （訓由・千久沙）  下小坂

（保護者）出生児
るな

（8月1日現在）

（7月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No785

月月

有
料
広
告

7月届出分〈敬称略・順不同〉

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
永　井　史　述 　 （中小坂）
福　田　奈　実　  （高崎市）｛

　　　　　 
●新型コロナウイルスワクチンについて・・・・・・・・・・・P2～P4
トピックス

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（セツ子）
（ユ　 キ）　
（邦　子）
（　弘　）
（　茂　）　
（友　美）
（博　之）
（正　雄）
（浩　史）

本　宿
下青倉
小　川
宮　室
中　央
本　宿
上　町
小　川
西野牧

工藤　勘彌
神戸　弘久
清水　せん
岩井　清
黒澤　登一
千屋　玉惠
須賀　康治
飯野　スエ子
黛　　せい

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

・
医
療
機
関
で
個
別
接
種
の
予
約
を

し
て
い
る
場
合
は
、予
約
の
取
り
消
し

を
お
願
い
し
ま
す
。（
２
か
所
以
上
の

会
場
で
重
複
し
て
予
約
を
取
る
こ
と

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。）

・
会
場
に
よ
っ
て
、使
用
す
る
ワ
ク
チ

ン
が
異
な
り
ま
す
。１
回
目
と
２
回

目
の
接
種
は
必
ず
同
じ
会
場
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
の
ワ
ク
チ
ン
は
１
バ
イ
ア
ル
あ

た
り
６
回
接
種
が
で
き
ま
す
が
、開

封
後
６
時
間
以
内
に
接
種
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。貴
重
な
ワ
ク
チ
ン
の
廃

棄
を
避
け
る
た
め
に
、キ
ャ
ン
セ
ル
発

生
時
の
接
種
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

・
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
☎
０
２
７
４

―
82
―
５
４
９
０
）

　
お
申
し
込
み
時
に
、「
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
接
種
券
番

号
」を
お
伺
い
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・
町
内
の
接
種
会
場
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が

◇下仁田町・南牧村

◇富岡市
下仁田厚生病院 大沢クリニック 佐藤医院 大沢クリニックなんもく分院

青葉クリニック
久保田クリニック
コマチクリニック
滝田医院
中野整形外科医院
和田クリニック

アライクリニック
小泉医院
須藤医院
たけべ医院
細谷医院

石川胃腸科医院
香内医院
西毛病院
田村医院
細谷クリニック

大竹外科胃腸科
こすげレディスクリニック
高井クリニック
富岡・成清医院
宮崎医院

◇甘楽町
小幡医院 奥村クリニック こがはらクリニック 篠原整形外科医院
原医院

●
接
種
当
日
の
持
ち
物
と
注
意
点

※

接
種
当
日
は「
接
種
券
」「
予
診
票
」

「
本
人
確
認
書
類
」が
必
要
で
す
。服

装
は
肩
を
出
し
や
す
い（
半
袖
に
な
れ

る
）支
度
で
出
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※

接
種
券
は
シ
ー
ル
台
紙
に
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
が
、は
が
さ
ず
に
そ
の
ま

ま
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
16
歳
未
満
の
方
と
保
護
者
の
方
へ

・
16
歳
未
満
の
方
に
対
す
る
接
種
を

実
施
し
て
い
な
い
医
療
機
関
が
あ
り

ま
す
。予
約
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
接
種
会
場
へ
は
保
護
者
の
方
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

・
予
診
票
の
接
種
希
望
書
欄
に
は
保

護
者
の
方
の
お
名
前
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

●
接
種
後
の
注
意
点

　
現
在
、富
岡
甘
楽
地
域
の
医
療
機

関
で
接
種
に
使
用
し
て
い
る
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

（
コ
ミ
ナ
テ
ィ
）は
、筋
肉
内
注
射
の
た

め
、痛
み
や
腫
れ
等
の
軽
い
副
反
応

は
頻
繁
に
現
れ
ま
す
が
、通
常
、数
日

以
内
に
治
り
ま
す
。必
要
に
応
じ
て

解
熱
鎮
痛
剤
を
服
用
す
る
な
ど
、し

ば
ら
く
様
子
を
み
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、こ
れ
ら
の
症
状
の
多
く
は
、１
回

目
の
接
種
よ
り
２
回
目
の
接
種
時
に

高
い
頻
度
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コロナワクチン接種相談・予約センター

LINE（スマートフォンアプリ）

☎0120-500-662
◇受付日時
月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時

「富岡市公式LINEアカウント（ID:＠tomiokacity）」を友だち追加してください。
（ID検索または右の二次元コードから登録できます。）
トーク画面のメニューから「新型コロナワクチン接種」を選択し、
送信されるメッセージに従って操作してください。

富岡市公式LINEアカウント※スマートフォン版のLINEアプリのみ利用できます。ただし、一部の機種からは予約が
できない場合があります。また、PC・タブレットからの予約はできません。
※最新バージョンのOS及びLINEアプリでご利用ください。

予
約
方
法

予
約
方
法

予
約
時
の
注
意
点

予
約
時
の
注
意
点

県
営
接
種
セ
ン
タ
ー・大
規
模
接
種

セ
ン
タ
ー・職
域
接
種
等
の
利
用
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ

転
出
入
に
伴
う
注
意
点

キ
ャ
ン
セ
ル
枠
の
お
申
込
み
に

つ
い
て

予
約
方
法
と

予
約
時
の
注
意
点

富岡市公式
LINEアカウント

※
1
回
目
の
接
種
後
、3
週
間
か
ら

6
週
間
以
内
に
2
回
目
の
接
種
が
で

き
る
よ
う
に
予
約
日
を
決
め
て
く
だ

さ
い
。予
約
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※

予
約
方
法
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

の
電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
い
ず
れ

か
で
す
。医
療
機
関
や
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
予
約
で
き
ま
せ
ん
。

※

電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
も
に
代
理
で

の
予
約
も
可
能
で
す
。

※

予
約
時
に「
接
種
券
番
号
」「
生
年

月
日
」「
希
望
す
る
接
種
会
場
・
日
時
」

を
確
認
し
ま
す
。

●
個
別
接
種
に
つ
い
て

　
富
岡
市
甘
楽
郡
内
の
協
力
医
療
機

関
で
接
種
で
き
ま
す
。接
種
可
能
な

曜
日
・
時
間
・
人
数
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
現
在
、全
対
象
者
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。接
種
券
は
皆
様
へ
発

送
し
ま
し
た
が
、届
い
て
い
な
い
方
・

紛
失
し
た
方
・
転
入
や
転
居
を
さ
れ

た
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。た
だ
し
、こ
れ
か
ら
12
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
は
、誕
生
日

の
翌
月
に
発
送
し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る
方

で
、予
約
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
方

は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
お
手
伝
い
し

ま
す
。☎
82
―
５
４
９
０
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
完
全
予
約
制
で

す
。電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。町
か
ら
郵
送
さ
れ
た

接
種
券
を
お
手
元
に
ご
用
意
の
上
、

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
回
目
接
種
、２
回
目
接
種
と
も

に
同
一
の
予
約
方
法
で
す
。２
回
目
接

種
の
予
約
は
１
回
目
の
接
種
を
し
た

翌
平
日
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。

※電話のかけ間違いに注意してください。

発
生
し
た
場
合
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

連
絡
後
す
ぐ
に
会
場
へ
出
か
け
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
下
仁
田
町
か
ら
転
出
す
る
方
へ

　
下
仁
田
町
か
ら
転
出
し
た
場
合

（
住
民
票
の
所
在
地
が
変
更
と
な
っ

た
場
合
）は
町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接

種
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。転
出
先

の
自
治
体
に
下
仁
田
町
か
ら
発
行
さ

れ
た
接
種
券
を
持
参
し
、再
発
行
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
転
出
入
に
伴
い
接
種
券
番
号
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、富
岡
市
甘
楽

郡
内
で
の
予
約
は
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て

い
た
だ
き
、転
入
先
の
自
治
体
で
改

め
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
下
仁
田
町
に
転
入
し
た
方
へ

　
転
入
前
の
自
治
体
で
発
行
さ
れ
た

接
種
券
を
持
参
の
う
え
、下
仁
田
町

保
健
セ
ン
タ
ー
で
接
種
券
の
再
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た

（
転
居
し
た
）方
へ

　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
接
種
券
を
持

参
し
、下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
接

種
券
の
再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。転
居
後
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た

接
種
券
を
発
行
し
ま
す
。

※富岡市甘楽郡内の医療機関以外での接種予約については、接種する病院やその所在地の自治体に確認
してください。

次
ペ
ー
ジ
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
の
内
容
で
す

ワクチン接種についてワクチン接種について
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

・
医
療
機
関
で
個
別
接
種
の
予
約
を

し
て
い
る
場
合
は
、予
約
の
取
り
消
し

を
お
願
い
し
ま
す
。（
２
か
所
以
上
の

会
場
で
重
複
し
て
予
約
を
取
る
こ
と

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。）

・
会
場
に
よ
っ
て
、使
用
す
る
ワ
ク
チ

ン
が
異
な
り
ま
す
。１
回
目
と
２
回

目
の
接
種
は
必
ず
同
じ
会
場
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
の
ワ
ク
チ
ン
は
１
バ
イ
ア
ル
あ

た
り
６
回
接
種
が
で
き
ま
す
が
、開

封
後
６
時
間
以
内
に
接
種
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。貴
重
な
ワ
ク
チ
ン
の
廃

棄
を
避
け
る
た
め
に
、キ
ャ
ン
セ
ル
発

生
時
の
接
種
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

・
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
☎
０
２
７
４

―
82
―
５
４
９
０
）

　
お
申
し
込
み
時
に
、「
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
接
種
券
番

号
」を
お
伺
い
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・
町
内
の
接
種
会
場
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が

◇下仁田町・南牧村

◇富岡市
下仁田厚生病院 大沢クリニック 佐藤医院 大沢クリニックなんもく分院

青葉クリニック
久保田クリニック
コマチクリニック
滝田医院
中野整形外科医院
和田クリニック

アライクリニック
小泉医院
須藤医院
たけべ医院
細谷医院

石川胃腸科医院
香内医院
西毛病院
田村医院
細谷クリニック

大竹外科胃腸科
こすげレディスクリニック
高井クリニック
富岡・成清医院
宮崎医院

◇甘楽町
小幡医院 奥村クリニック こがはらクリニック 篠原整形外科医院
原医院

●
接
種
当
日
の
持
ち
物
と
注
意
点

※

接
種
当
日
は「
接
種
券
」「
予
診
票
」

「
本
人
確
認
書
類
」が
必
要
で
す
。服

装
は
肩
を
出
し
や
す
い（
半
袖
に
な
れ

る
）支
度
で
出
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※

接
種
券
は
シ
ー
ル
台
紙
に
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
が
、は
が
さ
ず
に
そ
の
ま

ま
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
16
歳
未
満
の
方
と
保
護
者
の
方
へ

・
16
歳
未
満
の
方
に
対
す
る
接
種
を

実
施
し
て
い
な
い
医
療
機
関
が
あ
り

ま
す
。予
約
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
接
種
会
場
へ
は
保
護
者
の
方
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

・
予
診
票
の
接
種
希
望
書
欄
に
は
保

護
者
の
方
の
お
名
前
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

●
接
種
後
の
注
意
点

　
現
在
、富
岡
甘
楽
地
域
の
医
療
機

関
で
接
種
に
使
用
し
て
い
る
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

（
コ
ミ
ナ
テ
ィ
）は
、筋
肉
内
注
射
の
た

め
、痛
み
や
腫
れ
等
の
軽
い
副
反
応

は
頻
繁
に
現
れ
ま
す
が
、通
常
、数
日

以
内
に
治
り
ま
す
。必
要
に
応
じ
て

解
熱
鎮
痛
剤
を
服
用
す
る
な
ど
、し

ば
ら
く
様
子
を
み
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、こ
れ
ら
の
症
状
の
多
く
は
、１
回

目
の
接
種
よ
り
２
回
目
の
接
種
時
に

高
い
頻
度
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コロナワクチン接種相談・予約センター

LINE（スマートフォンアプリ）

☎0120-500-662
◇受付日時
月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時

「富岡市公式LINEアカウント（ID:＠tomiokacity）」を友だち追加してください。
（ID検索または右の二次元コードから登録できます。）
トーク画面のメニューから「新型コロナワクチン接種」を選択し、
送信されるメッセージに従って操作してください。

富岡市公式LINEアカウント※スマートフォン版のLINEアプリのみ利用できます。ただし、一部の機種からは予約が
できない場合があります。また、PC・タブレットからの予約はできません。
※最新バージョンのOS及びLINEアプリでご利用ください。

予
約
方
法

予
約
方
法

予
約
時
の
注
意
点

予
約
時
の
注
意
点

県
営
接
種
セ
ン
タ
ー・大
規
模
接
種

セ
ン
タ
ー・職
域
接
種
等
の
利
用
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ

転
出
入
に
伴
う
注
意
点

キ
ャ
ン
セ
ル
枠
の
お
申
込
み
に

つ
い
て

予
約
方
法
と

予
約
時
の
注
意
点

富岡市公式
LINEアカウント

※
1
回
目
の
接
種
後
、3
週
間
か
ら

6
週
間
以
内
に
2
回
目
の
接
種
が
で

き
る
よ
う
に
予
約
日
を
決
め
て
く
だ

さ
い
。予
約
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※

予
約
方
法
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

の
電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
い
ず
れ

か
で
す
。医
療
機
関
や
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
予
約
で
き
ま
せ
ん
。

※

電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
も
に
代
理
で

の
予
約
も
可
能
で
す
。

※

予
約
時
に「
接
種
券
番
号
」「
生
年

月
日
」「
希
望
す
る
接
種
会
場
・
日
時
」

を
確
認
し
ま
す
。

●
個
別
接
種
に
つ
い
て

　
富
岡
市
甘
楽
郡
内
の
協
力
医
療
機

関
で
接
種
で
き
ま
す
。接
種
可
能
な

曜
日
・
時
間
・
人
数
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
現
在
、全
対
象
者
の
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。接
種
券
は
皆
様
へ
発

送
し
ま
し
た
が
、届
い
て
い
な
い
方
・

紛
失
し
た
方
・
転
入
や
転
居
を
さ
れ

た
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。た
だ
し
、こ
れ
か
ら
12
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
は
、誕
生
日

の
翌
月
に
発
送
し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る
方

で
、予
約
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
方

は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
お
手
伝
い
し

ま
す
。☎
82
―
５
４
９
０
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
完
全
予
約
制
で

す
。電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。町
か
ら
郵
送
さ
れ
た

接
種
券
を
お
手
元
に
ご
用
意
の
上
、

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
回
目
接
種
、２
回
目
接
種
と
も

に
同
一
の
予
約
方
法
で
す
。２
回
目
接

種
の
予
約
は
１
回
目
の
接
種
を
し
た

翌
平
日
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。

※電話のかけ間違いに注意してください。

発
生
し
た
場
合
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

連
絡
後
す
ぐ
に
会
場
へ
出
か
け
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
下
仁
田
町
か
ら
転
出
す
る
方
へ

　
下
仁
田
町
か
ら
転
出
し
た
場
合

（
住
民
票
の
所
在
地
が
変
更
と
な
っ

た
場
合
）は
町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接

種
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。転
出
先

の
自
治
体
に
下
仁
田
町
か
ら
発
行
さ

れ
た
接
種
券
を
持
参
し
、再
発
行
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
転
出
入
に
伴
い
接
種
券
番
号
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、富
岡
市
甘
楽

郡
内
で
の
予
約
は
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て

い
た
だ
き
、転
入
先
の
自
治
体
で
改

め
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
下
仁
田
町
に
転
入
し
た
方
へ

　
転
入
前
の
自
治
体
で
発
行
さ
れ
た

接
種
券
を
持
参
の
う
え
、下
仁
田
町

保
健
セ
ン
タ
ー
で
接
種
券
の
再
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た

（
転
居
し
た
）方
へ

　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
接
種
券
を
持

参
し
、下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
接

種
券
の
再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。転
居
後
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た

接
種
券
を
発
行
し
ま
す
。

※富岡市甘楽郡内の医療機関以外での接種予約については、接種する病院やその所在地の自治体に確認
してください。

次
ペ
ー
ジ
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
の
内
容
で
す

ワクチン接種についてワクチン接種について
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●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の

交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い

ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、
同
規

程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1

2

3

7月2日

7月分

7月分

慶祝

弔慰

弔慰

支出内容支出日

(7月分) (単位:円)

支出区分

7月分　計

支出金額

御祝生花

葬儀生花3件

葬儀香典2件

3,000

15,000

6,000

24,000

　
９
月
16
日（
木
）か
ら
小
中
学
校
の

登
下
校
に
合
わ
せ
、各
路
線
下
り
便

の
午
後
５
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
時
間（
平
日
）が
変
更
に
な
り
ま

す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

〇
変
更
期
間

　
秋
冬
期
　
　
９
月
16
日（
木
）〜

10
月
15
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82
―
２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

下
仁
田
営
業
所

☎
82
―
２
４
２
９

バ
ス
事
務
所

☎
82
―
５
０
３
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の

変
更
の
お
知
ら
せ

　
町
消
防
団
が
使
用
し
た
消
防
車
両

等
を
入
札
方
式
で
売
却
い
た
し
ま

す
。

　
希
望
者
は
次
の
見
学
会
に
必
ず
参

加
し
、売
却
条
件
や
入
札
日
等
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
３
年
９
月
19
日（
日
）

午
前
９
時
集
合

●
場
所

第
13
区
公
会
堂
駐
車
場（
中
小
坂
）

◯
予
定
価
格（
最
低
売
却
価
格
）

１
０
０
，０
０
０
円

◯
車
両
情
報
等

平
成
９
年
式
ダ
ッ
ト
サ
ン
４
Ｗ
Ｄ

（
２
０
０
０
ｃ
ｃ
ガ
ソ
リ
ン
車
）

※

車
両
の
み
で
消
火
を
行
う
機
能
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※

売
却
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す

※

警
光
灯
等
は
付
き
ま
せ
ん
。

※

そ
の
他
の
売
却
条
件
に
つ
い
て
は

見
学
会
で
説
明
し
ま
す
。

●
日
時

令
和
３
年
９
月
19
日（
日
）

午
前
９
時
集
合

旧
消
防
車
両
等
の

売
却
に
つ
い
て

●
場
所

第
13
区
公
会
堂
駐
車
場（
中
小
坂
）

※

売
却
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

※

平
成
９
年
式
２
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン

※

そ
の
他
の
売
却
条
件
に
つ
い
て
は

見
学
会
で
説
明
し
ま
す
。

◯
予
定
価
格（
最
低
売
却
価
格
）

３
０
，０
０
０
円

◎
希
望
者
は
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
82
―
２
１
１
０（
直
通
）

消防車両可搬式小型ポンプ

海
外
渡
航
用
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
証
明
書
に
つ
い
て

　
海
外
渡
航
先
入
国
時
の
防
疫
措
置

緩
和
等
の
た
め
、予
防
接
種
済
証
と

は
別
に
接
種
証
明
書（
い
わ
ゆ
る
ワ

ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
）を
希
望
す
る
方

に
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
条
件

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
に

の
み
交
付
し
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
、下
仁
田
町
に
住
民
登
録
が

あ
っ
た
方

・
入
国
時
に
当
該
証
明
書
の
提
示
を

求
め
ら
れ
る
国
へ
の
渡
航
予
定
が
あ

る
方

※

具
体
的
な
国
名
は
外
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書

②
有
効
期
限
内
の
パ
ス
ポ
ー
ト

③
接
種
券
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

※

接
種
券（
予
診
の
み
券
）な
ど

※

③
が
な
い
場
合
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
確
認
で
き
る
書
類（
個
人
番
号

カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
が

記
載
さ
れ
た
住
民
票
な
ど
）が
必
要

で
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る

書
類
が
提
示
で
き
な
い
場
合
は
、「
接

種
を
受
け
た
時
の
住
所
が
記
載
さ
れ

た
本
人
確
認
書
類
」を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

④
接
種
歴
の
わ
か
る
も
の※

「
接
種

済
証
」ま
た
は「
接
種
記
録
書
」

●
注
意
事
項

・
こ
の
接
種
証
明
書
は
、海
外
渡
航
の

際
に
必
要
な
方
へ
交
付
す
る
も
の
で

す
。そ
れ
以
外
の
方
が
接
種
の
記
録

を
必
要
と
す
る
場
合
は
、ワ
ク
チ
ン

接
種
時
に
発
行
さ
れ
た「
接
種
済
証
」

ま
た
は「
接
種
記
録
書
」を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

・
国
外
で
の
予
防
接
種
等
、予
防
接
種

法
に
基
づ
か
な
い
接
種
を
受
け
た
方

は
、接
種
証
明
書
発
行
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

・
即
日
交
付
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、余
裕
を
も
っ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
）☎
82
―
５
４
９
０

ワクチン接種についてワクチン接種について

　
子
ど
も
の
心
が
傷
つ
き
、か
け
が
え

の
な
い
子
ど
も
の
命
が
犠
牲
に
な
る

痛
ま
し
い
出
来
事
が
後
を
た
た
ず
、

心
が
痛
み
ま
す
。

　
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
は
、町
、児
童
相
談

所
な
ど
の
行
政
機
関
や
、地
域
の
保

育
所
、認
定
こ
ど
も
園
、保
健
セ
ン

タ
ー
、小
中
学
校
な
ど
と
協
力
し
て

子
育
て
支
援
や
見
守
り
活
動
を
行
う

「
地
域
の
子
育
て
応
援
団
」で
す
。

●
子
育
て
中
の
ご
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

　
子
ど
も
の
育
て
方
や
接
し
方
が
わ

か
ら
な
い
な
ど
子
育
て
に
悩
ん
だ
と

き
に
は
、小
さ
な
こ
と
で
も
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
、地
域
に
い
る
私
た
ち

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
は
十
分
に
耳
を
傾
け
、相

談
機
関
や
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
を

含
め
た
悩
み
の
解
決
に
向
け
て
一
緒

に
考
え
ま
す
。

●
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
へ

　
大
人
が
、「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち

は
」と
声
を
か
け
た
り
、登
下
校
の
様

子
を
見
守
っ
た
り
、子
ど
も
た
ち
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
を
通
じ
て
、お
互
い
が

顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
で
、子
ど
も

た
ち
は
安
心
し
て
地
域
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち

や
子
育
て
を
優
し
く
見
守
る
大
人
が

増
え
る
こ
と
は
、地
域
全
体
の
安
心

感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は
、気
に
な

る
子
ど
も
が
い
る
と
感
じ
た
ら
、私

た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任

児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
が
豊
か
に
育
ち
、保
護
者

が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
地
域

は
、誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
で

す
。大
人
が
、子
ど
も
を
見
守
り
、子

育
ち
・
子
育
て
を
支
え
る
地
域
づ
く

り
を
、と
も
に
考
え
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

　
虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
時

に
は
、全
国
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が

る「
１
８
９
番（
い
ち
は
や
く
）」に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

子
ど
も
の
笑
顔
は
地
域
の
宝

ま
ち
ぐ
る
み
で
見
守
り
支
え
ま
し
ょ
う

旧
消
防
車
両

可
搬
式
小
型
ポ
ン
プ
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●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の

交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い

ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、
同
規

程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1

2

3

7月2日

7月分

7月分

慶祝

弔慰

弔慰

支出内容支出日

(7月分) (単位:円)

支出区分

7月分　計

支出金額

御祝生花

葬儀生花3件

葬儀香典2件

3,000

15,000

6,000

24,000

　
９
月
16
日（
木
）か
ら
小
中
学
校
の

登
下
校
に
合
わ
せ
、各
路
線
下
り
便

の
午
後
５
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
時
間（
平
日
）が
変
更
に
な
り
ま

す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

〇
変
更
期
間

　
秋
冬
期
　
　
９
月
16
日（
木
）〜

10
月
15
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82
―
２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

下
仁
田
営
業
所

☎
82
―
２
４
２
９

バ
ス
事
務
所

☎
82
―
５
０
３
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の

変
更
の
お
知
ら
せ

　
町
消
防
団
が
使
用
し
た
消
防
車
両

等
を
入
札
方
式
で
売
却
い
た
し
ま

す
。

　
希
望
者
は
次
の
見
学
会
に
必
ず
参

加
し
、売
却
条
件
や
入
札
日
等
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
３
年
９
月
19
日（
日
）

午
前
９
時
集
合

●
場
所

第
13
区
公
会
堂
駐
車
場（
中
小
坂
）

◯
予
定
価
格（
最
低
売
却
価
格
）

１
０
０
，０
０
０
円

◯
車
両
情
報
等

平
成
９
年
式
ダ
ッ
ト
サ
ン
４
Ｗ
Ｄ

（
２
０
０
０
ｃ
ｃ
ガ
ソ
リ
ン
車
）

※

車
両
の
み
で
消
火
を
行
う
機
能
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※

売
却
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す

※

警
光
灯
等
は
付
き
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
の
売
却
条
件
に
つ
い
て
は

見
学
会
で
説
明
し
ま
す
。

●
日
時

令
和
３
年
９
月
19
日（
日
）

午
前
９
時
集
合

旧
消
防
車
両
等
の

売
却
に
つ
い
て

●
場
所

第
13
区
公
会
堂
駐
車
場（
中
小
坂
）

※

売
却
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

※

平
成
９
年
式
２
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン

※

そ
の
他
の
売
却
条
件
に
つ
い
て
は

見
学
会
で
説
明
し
ま
す
。

◯
予
定
価
格（
最
低
売
却
価
格
）

３
０
，０
０
０
円

◎
希
望
者
は
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
82
―
２
１
１
０（
直
通
）

消防車両可搬式小型ポンプ

海
外
渡
航
用
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
証
明
書
に
つ
い
て

　
海
外
渡
航
先
入
国
時
の
防
疫
措
置

緩
和
等
の
た
め
、予
防
接
種
済
証
と

は
別
に
接
種
証
明
書（
い
わ
ゆ
る
ワ

ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
）を
希
望
す
る
方

に
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
条
件

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
に

の
み
交
付
し
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
、下
仁
田
町
に
住
民
登
録
が

あ
っ
た
方

・
入
国
時
に
当
該
証
明
書
の
提
示
を

求
め
ら
れ
る
国
へ
の
渡
航
予
定
が
あ

る
方

※

具
体
的
な
国
名
は
外
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書

②
有
効
期
限
内
の
パ
ス
ポ
ー
ト

③
接
種
券
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

※

接
種
券（
予
診
の
み
券
）な
ど

※

③
が
な
い
場
合
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
確
認
で
き
る
書
類（
個
人
番
号

カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
が

記
載
さ
れ
た
住
民
票
な
ど
）が
必
要

で
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る

書
類
が
提
示
で
き
な
い
場
合
は
、「
接

種
を
受
け
た
時
の
住
所
が
記
載
さ
れ

た
本
人
確
認
書
類
」を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

④
接
種
歴
の
わ
か
る
も
の※

「
接
種

済
証
」ま
た
は「
接
種
記
録
書
」

●
注
意
事
項

・
こ
の
接
種
証
明
書
は
、海
外
渡
航
の

際
に
必
要
な
方
へ
交
付
す
る
も
の
で

す
。そ
れ
以
外
の
方
が
接
種
の
記
録

を
必
要
と
す
る
場
合
は
、ワ
ク
チ
ン

接
種
時
に
発
行
さ
れ
た「
接
種
済
証
」

ま
た
は「
接
種
記
録
書
」を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

・
国
外
で
の
予
防
接
種
等
、予
防
接
種

法
に
基
づ
か
な
い
接
種
を
受
け
た
方

は
、接
種
証
明
書
発
行
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

・
即
日
交
付
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、余
裕
を
も
っ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
）☎
82
―
５
４
９
０

ワクチン接種についてワクチン接種について

　
子
ど
も
の
心
が
傷
つ
き
、か
け
が
え

の
な
い
子
ど
も
の
命
が
犠
牲
に
な
る

痛
ま
し
い
出
来
事
が
後
を
た
た
ず
、

心
が
痛
み
ま
す
。

　
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
は
、町
、児
童
相
談

所
な
ど
の
行
政
機
関
や
、地
域
の
保

育
所
、認
定
こ
ど
も
園
、保
健
セ
ン

タ
ー
、小
中
学
校
な
ど
と
協
力
し
て

子
育
て
支
援
や
見
守
り
活
動
を
行
う

「
地
域
の
子
育
て
応
援
団
」で
す
。

●
子
育
て
中
の
ご
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

　
子
ど
も
の
育
て
方
や
接
し
方
が
わ

か
ら
な
い
な
ど
子
育
て
に
悩
ん
だ
と

き
に
は
、小
さ
な
こ
と
で
も
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
、地
域
に
い
る
私
た
ち

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
は
十
分
に
耳
を
傾
け
、相

談
機
関
や
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
を

含
め
た
悩
み
の
解
決
に
向
け
て
一
緒

に
考
え
ま
す
。

●
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
へ

　
大
人
が
、「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち

は
」と
声
を
か
け
た
り
、登
下
校
の
様

子
を
見
守
っ
た
り
、子
ど
も
た
ち
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
を
通
じ
て
、お
互
い
が

顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
で
、子
ど
も

た
ち
は
安
心
し
て
地
域
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち

や
子
育
て
を
優
し
く
見
守
る
大
人
が

増
え
る
こ
と
は
、地
域
全
体
の
安
心

感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は
、気
に
な

る
子
ど
も
が
い
る
と
感
じ
た
ら
、私

た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任

児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
が
豊
か
に
育
ち
、保
護
者

が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
地
域

は
、誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
で

す
。大
人
が
、子
ど
も
を
見
守
り
、子

育
ち
・
子
育
て
を
支
え
る
地
域
づ
く

り
を
、と
も
に
考
え
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

　
虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
時

に
は
、全
国
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が

る「
１
８
９
番（
い
ち
は
や
く
）」に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

子
ど
も
の
笑
顔
は
地
域
の
宝

ま
ち
ぐ
る
み
で
見
守
り
支
え
ま
し
ょ
う

旧
消
防
車
両

可
搬
式
小
型
ポ
ン
プ



7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

行政情報行政情報

　
１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
戦
後

の
教
育
改
革
で
、
中
学
校
が
義
務

化
と
な
り
ま
し
て
馬
山
村
・
下
仁

田
町
・
青
倉
村
・
小
坂
村
・
西
牧

村
に
そ
れ
ぞ
れ
中
学
校
が
開
校
し

ま
し
た
。

　
同
55
年
（
同
30
）
町
村
合
併
に

よ
り
ま
し
て
、
下
仁
田
町
立
の
中

学
校
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
馬

山
・
青
倉
・
小
坂
の
各
中
学
校
は

下
仁
田
中
学
校
に
合
併
し
て
下
仁

田
東
中
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。
西
牧
中
学
校
は
下
仁
田
西
中

学
校
と
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
に
は

再
度
の
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
て
、

校
名
が
下
仁
田
中
学
校
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
の
下

仁
田
東
・
西
中
学
校
の
校
舎
建
設

に
は
当
時
の
赤
岩
寿
雄
が
統
合
中

学
校
建
設
に
、
「
今
こ
そ
全
町
民

の
協
力
を
結
集
」
と
呼
び
掛
け
て

　
１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
戦
後

の
教
育
改
革
で
、
中
学
校
が
義
務

化
と
な
り
ま
し
て
馬
山
村
・
下
仁

田
町
・
青
倉
村
・
小
坂
村
・
西
牧

村
に
そ
れ
ぞ
れ
中
学
校
が
開
校
し

ま
し
た
。

　
同
55
年
（
同
30
）
町
村
合
併
に

よ
り
ま
し
て
、
下
仁
田
町
立
の
中

学
校
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
馬

山
・
青
倉
・
小
坂
の
各
中
学
校
は

下
仁
田
中
学
校
に
合
併
し
て
下
仁

田
東
中
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。
西
牧
中
学
校
は
下
仁
田
西
中

学
校
と
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
に
は

再
度
の
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
て
、

校
名
が
下
仁
田
中
学
校
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
の
下

仁
田
東
・
西
中
学
校
の
校
舎
建
設

に
は
当
時
の
赤
岩
寿
雄
が
統
合
中

学
校
建
設
に
、
「
今
こ
そ
全
町
民

の
協
力
を
結
集
」
と
呼
び
掛
け
て

町
広
報
も
「
統
合
中
学
校
特
集
号
」

を
刊
行
し
て
、
同
66
年
（
同
41
）

４
月
１
日
〜
同
71
年
（
同
46
）
４

月
１
日
ま
で
町
民
一
世
帯
一
日
五

円
を
、
統
合
中
学
校
建
設
資
金
と

し
て
寄
付
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
特
殊
寄
付
や
町
外
出
身

者
に
も
寄
付
を
依
頼
し
て
建
設
を

推
進
し
ま
し
た
。
赤
岩
町
長
は
無

念
に
も
校
舎
の
落
成
を
目
前
に
し

て
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
４
カ
月
後

の
昭
和
43
年
11
年
３
日
に
は
東
・

西
両
中
学
校
の
落
成
式
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
を
讃
え
赤

岩
町
長
の
銅
像
が
校
内
に
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
校
舎
は
平
成
15
年
12
月
に
落

成
を
し
て
い
ま
す
。
屋
根
の
下
に

は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
あ
り
ま

す
。
両
校
統
合
に
あ
わ
せ
、
屋
根

の
下
に
町
の
木
ス
ギ
を
模
様
化
し

て
大
中
小
に
形
ど
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
学
年
力
を
併
せ
て
良
い
学

校
に
す
る
よ
う
に
と
協
議
し
た
も

町
広
報
も
「
統
合
中
学
校
特
集
号
」

を
刊
行
し
て
、
同
66
年
（
同
41
）

４
月
１
日
〜
同
71
年
（
同
46
）
４

月
１
日
ま
で
町
民
一
世
帯
一
日
五

円
を
、
統
合
中
学
校
建
設
資
金
と

し
て
寄
付
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
特
殊
寄
付
や
町
外
出
身

者
に
も
寄
付
を
依
頼
し
て
建
設
を

推
進
し
ま
し
た
。
赤
岩
町
長
は
無

念
に
も
校
舎
の
落
成
を
目
前
に
し

て
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
４
カ
月
後

の
昭
和
43
年
11
年
３
日
に
は
東
・

西
両
中
学
校
の
落
成
式
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
を
讃
え
赤

岩
町
長
の
銅
像
が
校
内
に
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
校
舎
は
平
成
15
年
12
月
に
落

成
を
し
て
い
ま
す
。
屋
根
の
下
に

は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
あ
り
ま

す
。
両
校
統
合
に
あ
わ
せ
、
屋
根

の
下
に
町
の
木
ス
ギ
を
模
様
化
し

て
大
中
小
に
形
ど
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
学
年
力
を
併
せ
て
良
い
学

校
に
す
る
よ
う
に
と
協
議
し
た
も

の
で
、
校
庭
か
ら
眺
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
記
念
碑
も
教
材
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
赤
岩
町
長
の
胸
像
（
昭
和
46

年
）

「
今
や
ら
な
け
れ
ば
誰
が
や
る
」

強
い
意
志
の
も
と
、
町
政
改
革
に

意
欲
を
燃
や
し
、
統
合
の
両
中
学

校
の
建
設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

が
、
落
成
直
前
に
惜
し
く
も
急
逝

さ
れ
ま
し
た
顕
彰
の
碑
で
す
。

②
五
円
玉
の
碑
（
昭
和
46
年
）

 

町
民
一
日
五
円
一
世
帯
が
統
合
の

両
中
学
校
建
設
資
金
と
し
て
寄
付

し
た
証
の
碑
で
す
。

③
経
緯
標
高
の
碑
（
昭
和
60
年
）

 

昭
和
60
年
度
の
卒
業
生
一
同
が
、

後
輩
の
た
め
に
贈
ら
れ
た
碑
で
、

移
設
に
よ
っ
て
多
少
の
差
が
生
じ

て
い
ま
し
ょ
う
か
。

④
方
位
の
碑
（
昭
和
61
年
）

 

昭
和
61
年
度
の
卒
業
生
一
同
か
ら

贈
ら
れ
た
碑
で
す
。

⑤
立
志
の
塔
（
昭
和
63
年
）

 

統
合
中
学
校
創
立
当
時
か
ら
立
志

式
は
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
中

学
校
創
立
40
年
を
記
念
し
て
こ
の

塔
は
建
立
し
た
も
の
で
す
。

⑥
校
歌
の
碑
（
平
成
２
年
）

　
東
中
学
校
の
校
歌
の
碑
で
昭
和
42

年
に
制
定
し
ま
し
た
。
作
詞
は
吉

田
金
蔵
、
作
曲
は
黒
沢
副
で
す
。
　

の
で
、
校
庭
か
ら
眺
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
記
念
碑
も
教
材
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
赤
岩
町
長
の
胸
像
（
昭
和
46

年
）

「
今
や
ら
な
け
れ
ば
誰
が
や
る
」

強
い
意
志
の
も
と
、
町
政
改
革
に

意
欲
を
燃
や
し
、
統
合
の
両
中
学

校
の
建
設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

が
、
落
成
直
前
に
惜
し
く
も
急
逝

さ
れ
ま
し
た
顕
彰
の
碑
で
す
。

②
五
円
玉
の
碑
（
昭
和
46
年
）

 

町
民
一
日
五
円
一
世
帯
が
統
合
の

両
中
学
校
建
設
資
金
と
し
て
寄
付

し
た
証
の
碑
で
す
。

③
経
緯
標
高
の
碑
（
昭
和
60
年
）

 

昭
和
60
年
度
の
卒
業
生
一
同
が
、

後
輩
の
た
め
に
贈
ら
れ
た
碑
で
、

移
設
に
よ
っ
て
多
少
の
差
が
生
じ

て
い
ま
し
ょ
う
か
。

④
方
位
の
碑
（
昭
和
61
年
）

 

昭
和
61
年
度
の
卒
業
生
一
同
か
ら

贈
ら
れ
た
碑
で
す
。

⑤
立
志
の
塔
（
昭
和
63
年
）

 

統
合
中
学
校
創
立
当
時
か
ら
立
志

式
は
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
中

学
校
創
立
40
年
を
記
念
し
て
こ
の

塔
は
建
立
し
た
も
の
で
す
。

⑥
校
歌
の
碑
（
平
成
２
年
）

　
東
中
学
校
の
校
歌
の
碑
で
昭
和
42

年
に
制
定
し
ま
し
た
。
作
詞
は
吉

田
金
蔵
、
作
曲
は
黒
沢
副
で
す
。
　

里
見
哲
夫

下
仁
田
中
学
校
の
記
念
碑

下
仁
田
中
学
校
の
記
念
碑

　
東
中
学
校
歌
制
定
委
員
会
に

よ
っ
て
平
成
２
年
２
月
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

⑦
校
門
が
完
成
（
平
成
８
年
）

　
校
門
が
完
成
し
、
学
校
名
と
校

章
が
は
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

⑧
立
志
の
碑
（
平
成
16
年
）

　
西
中
学
校
に
建
立
し
た
立
志
の

碑
で
す
が
、
統
合
に
併
せ
て
生
徒

と
と
も
に
移
設
し
た
碑
で
す
。

　
東
中
学
校
歌
制
定
委
員
会
に

よ
っ
て
平
成
２
年
２
月
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

⑦
校
門
が
完
成
（
平
成
８
年
）

　
校
門
が
完
成
し
、
学
校
名
と
校

章
が
は
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

⑧
立
志
の
碑
（
平
成
16
年
）

　
西
中
学
校
に
建
立
し
た
立
志
の

碑
で
す
が
、
統
合
に
併
せ
て
生
徒

と
と
も
に
移
設
し
た
碑
で
す
。

数
々
の
　苦
難
乗
り
越
え
　建
設
を

教
訓
と
し
　目
指
せ
若
人

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

①.赤岩町長の胸像①.赤岩町長の胸像

　
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、下
仁

田
町
が「
こ
ん
に
ゃ
く
の
町
」で
あ
る

こ
と
を
外
部
に
発
信
し
、こ
ん
に
ゃ
く

の
消
費
拡
大
や
下
仁
田
町
の
こ
ん

に
ゃ
く
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

入
賞
者
に
は
豪
華
賞
品
を
用
意
し
て

お
り
ま
す
。ま
た
、小
学
生
の
方
に
は

参
加
賞
と
し
て
、こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り

体
験
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
応
募
期
間

　令
和
３
年
８
月
２

日（
月
）〜
令
和
４
年
１
月
17
日（
月
）

●
応
募
方
法

　応
募
票
に
す
べ
て
の

事
項
を
記
入
後
、作
品
の
裏
面
に
貼

り
、下
仁
田
町
役
場
商
工
観
光
課
に

持
参
又
は
郵
送
。

※

応
募
票
は
、下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
作
品
に
つ
い
て

・
応
募
作
品
の
撮
影
時
期
は
不
問

で
、下
仁
田
町
内
の
こ
ん
に
ゃ
く
芋
の

畑
、工
場
、製
品
等
こ
ん
に
ゃ
く
に
関

連
す
る
写
真
が
選
考
対
象
と
な
り
ま

す
。畑
や
工
場
等
の
写
真
に
つ
い
て
は

原
則
下
仁
田
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
も

の
、製
品
等
に
つ
い
て
は
下
仁
田
町
内

の
事
業
所
で
製
造
さ
れ
た
製
品
に
限

り
ま
す
。

・
ど
な
た
で
も
応
募
可
能
で
、未
発

表
も
の
に
限
り
、１
人
３
点
ま
で
と

し
ま
す
。

・
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
か
Ａ
４
判
で
プ

リ
ン
ト
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
は
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
、

著
作
権
を
有
す
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

・
入
選
作
品
の
版
権
及
び
使
用
権
は

主
催
者
側
に
帰
属
し
、許
諾
な
く
無

償
で
使
用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

・
人
物
が
被
写
体
の
場
合
は
、ご
本

人（
被
写
体
）の
承
諾
を
得
た
上
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
賞
に
つ
い
て

〇
群
馬
県
知
事
賞
　
１
名

〇
群
馬
県
西
部
農
業
事
務
所
長
賞
　
１
名

〇
下
仁
田
町
蒟
蒻
消
費
拡
大
推
進

協
議
会
長
賞
　
１
名

〇
下
仁
田
町
長
賞
　
１
名

〇
下
仁
田
町
教
育
長
賞
　
１
名

〇
入
選
　
５
点

〇
佳
作
　
10
点

　
入
賞
者
に
は
、郵
送
で
表
彰
式
の
ご

案
内
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ま
た
、入

賞
者
は
提
出
作
品
と
同
じ
原
版
を
電

子
デ
ー
タ
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

表
彰
式
は
２
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
蒟
蒻
消

費
拡
大
推
進
協
議
会
事
務
局（
下
仁

田
町
役
場
商
工
観
光
課
）

☎
64
―
８
８
０
５

令
和
３
年
度
下
仁
田
町
こ
ん
に
ゃ
く

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

む
住
に
本
日、
は
金
年
民
国
　

２０

上
以
歳

６０

公
る
す
入
加
が
人
の
て
べ
す
の
満
未
歳

。
す
で
度
制
金
年
的

。
す
ま
り
な
に
要
必
が
出
け
届
に
と
ご
会
機
な
う
よ
の
次、
は）
者
険
保
被
（者
入
加
　

、
が）
ど
な
生
学
や
者
業
営
自
（者
険
保
被
号
１
第

き
と
た
し
入
加
に
金
年
生
厚
て
し
職
就
■

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
が
者
偶
配
↓
　

、
が）
ど
な
員
務
公
や
員
社
会
（者
険
保
被
号
２
第

き
と
た
し
職
退
▼

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
場
役
村
町・
所
役
市
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
が
者
偶
配
↓
　

、
が）
者
偶
配
る
い
て
れ
さ
養
扶
に
者
険
保
被
号
２
第
（者
険
保
被
号
３
第

き
と
た
し
入
加
に
金
年
生
厚
て
し
職
就
◆

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
場
役
村
町・
所
役
市
↓
　

な
れ
ら
け
受
が
金
年
来
将、
と
く
お
て
し
に
ま
ま
の
そ
て
れ
忘
を
出
け
届
な
要
必
　

７
２
０
☎
　

国
民
年
金
課

●
問
い
合
わ
せ

　
所
務
事
金
年
崎
高

２
２
３

９
９
２
４
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１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
戦
後

の
教
育
改
革
で
、
中
学
校
が
義
務

化
と
な
り
ま
し
て
馬
山
村
・
下
仁

田
町
・
青
倉
村
・
小
坂
村
・
西
牧

村
に
そ
れ
ぞ
れ
中
学
校
が
開
校
し

ま
し
た
。

　
同
55
年
（
同
30
）
町
村
合
併
に

よ
り
ま
し
て
、
下
仁
田
町
立
の
中

学
校
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
馬

山
・
青
倉
・
小
坂
の
各
中
学
校
は

下
仁
田
中
学
校
に
合
併
し
て
下
仁

田
東
中
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。
西
牧
中
学
校
は
下
仁
田
西
中

学
校
と
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
に
は

再
度
の
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
て
、

校
名
が
下
仁
田
中
学
校
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
の
下

仁
田
東
・
西
中
学
校
の
校
舎
建
設

に
は
当
時
の
赤
岩
寿
雄
が
統
合
中

学
校
建
設
に
、
「
今
こ
そ
全
町
民

の
協
力
を
結
集
」
と
呼
び
掛
け
て

　
１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
戦
後

の
教
育
改
革
で
、
中
学
校
が
義
務

化
と
な
り
ま
し
て
馬
山
村
・
下
仁

田
町
・
青
倉
村
・
小
坂
村
・
西
牧

村
に
そ
れ
ぞ
れ
中
学
校
が
開
校
し

ま
し
た
。

　
同
55
年
（
同
30
）
町
村
合
併
に

よ
り
ま
し
て
、
下
仁
田
町
立
の
中

学
校
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
馬

山
・
青
倉
・
小
坂
の
各
中
学
校
は

下
仁
田
中
学
校
に
合
併
し
て
下
仁

田
東
中
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。
西
牧
中
学
校
は
下
仁
田
西
中

学
校
と
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
に
は

再
度
の
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
て
、

校
名
が
下
仁
田
中
学
校
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
の
下

仁
田
東
・
西
中
学
校
の
校
舎
建
設

に
は
当
時
の
赤
岩
寿
雄
が
統
合
中

学
校
建
設
に
、
「
今
こ
そ
全
町
民

の
協
力
を
結
集
」
と
呼
び
掛
け
て

町
広
報
も
「
統
合
中
学
校
特
集
号
」

を
刊
行
し
て
、
同
66
年
（
同
41
）

４
月
１
日
〜
同
71
年
（
同
46
）
４

月
１
日
ま
で
町
民
一
世
帯
一
日
五

円
を
、
統
合
中
学
校
建
設
資
金
と

し
て
寄
付
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
特
殊
寄
付
や
町
外
出
身

者
に
も
寄
付
を
依
頼
し
て
建
設
を

推
進
し
ま
し
た
。
赤
岩
町
長
は
無

念
に
も
校
舎
の
落
成
を
目
前
に
し

て
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
４
カ
月
後

の
昭
和
43
年
11
年
３
日
に
は
東
・

西
両
中
学
校
の
落
成
式
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
を
讃
え
赤

岩
町
長
の
銅
像
が
校
内
に
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
校
舎
は
平
成
15
年
12
月
に
落

成
を
し
て
い
ま
す
。
屋
根
の
下
に

は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
あ
り
ま

す
。
両
校
統
合
に
あ
わ
せ
、
屋
根

の
下
に
町
の
木
ス
ギ
を
模
様
化
し

て
大
中
小
に
形
ど
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
学
年
力
を
併
せ
て
良
い
学

校
に
す
る
よ
う
に
と
協
議
し
た
も

町
広
報
も
「
統
合
中
学
校
特
集
号
」

を
刊
行
し
て
、
同
66
年
（
同
41
）

４
月
１
日
〜
同
71
年
（
同
46
）
４

月
１
日
ま
で
町
民
一
世
帯
一
日
五

円
を
、
統
合
中
学
校
建
設
資
金
と

し
て
寄
付
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
特
殊
寄
付
や
町
外
出
身

者
に
も
寄
付
を
依
頼
し
て
建
設
を

推
進
し
ま
し
た
。
赤
岩
町
長
は
無

念
に
も
校
舎
の
落
成
を
目
前
に
し

て
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
４
カ
月
後

の
昭
和
43
年
11
年
３
日
に
は
東
・

西
両
中
学
校
の
落
成
式
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
を
讃
え
赤

岩
町
長
の
銅
像
が
校
内
に
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
校
舎
は
平
成
15
年
12
月
に
落

成
を
し
て
い
ま
す
。
屋
根
の
下
に

は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
あ
り
ま

す
。
両
校
統
合
に
あ
わ
せ
、
屋
根

の
下
に
町
の
木
ス
ギ
を
模
様
化
し

て
大
中
小
に
形
ど
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
学
年
力
を
併
せ
て
良
い
学

校
に
す
る
よ
う
に
と
協
議
し
た
も

の
で
、
校
庭
か
ら
眺
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
記
念
碑
も
教
材
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
赤
岩
町
長
の
胸
像
（
昭
和
46

年
）

「
今
や
ら
な
け
れ
ば
誰
が
や
る
」

強
い
意
志
の
も
と
、
町
政
改
革
に

意
欲
を
燃
や
し
、
統
合
の
両
中
学

校
の
建
設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

が
、
落
成
直
前
に
惜
し
く
も
急
逝

さ
れ
ま
し
た
顕
彰
の
碑
で
す
。

②
五
円
玉
の
碑
（
昭
和
46
年
）

 

町
民
一
日
五
円
一
世
帯
が
統
合
の

両
中
学
校
建
設
資
金
と
し
て
寄
付

し
た
証
の
碑
で
す
。

③
経
緯
標
高
の
碑
（
昭
和
60
年
）

 

昭
和
60
年
度
の
卒
業
生
一
同
が
、

後
輩
の
た
め
に
贈
ら
れ
た
碑
で
、

移
設
に
よ
っ
て
多
少
の
差
が
生
じ

て
い
ま
し
ょ
う
か
。

④
方
位
の
碑
（
昭
和
61
年
）

 

昭
和
61
年
度
の
卒
業
生
一
同
か
ら

贈
ら
れ
た
碑
で
す
。

⑤
立
志
の
塔
（
昭
和
63
年
）

 

統
合
中
学
校
創
立
当
時
か
ら
立
志

式
は
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
中

学
校
創
立
40
年
を
記
念
し
て
こ
の

塔
は
建
立
し
た
も
の
で
す
。

⑥
校
歌
の
碑
（
平
成
２
年
）

　
東
中
学
校
の
校
歌
の
碑
で
昭
和
42

年
に
制
定
し
ま
し
た
。
作
詞
は
吉

田
金
蔵
、
作
曲
は
黒
沢
副
で
す
。
　

の
で
、
校
庭
か
ら
眺
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
記
念
碑
も
教
材
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
赤
岩
町
長
の
胸
像
（
昭
和
46

年
）

「
今
や
ら
な
け
れ
ば
誰
が
や
る
」

強
い
意
志
の
も
と
、
町
政
改
革
に

意
欲
を
燃
や
し
、
統
合
の
両
中
学

校
の
建
設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

が
、
落
成
直
前
に
惜
し
く
も
急
逝

さ
れ
ま
し
た
顕
彰
の
碑
で
す
。

②
五
円
玉
の
碑
（
昭
和
46
年
）

 

町
民
一
日
五
円
一
世
帯
が
統
合
の

両
中
学
校
建
設
資
金
と
し
て
寄
付

し
た
証
の
碑
で
す
。

③
経
緯
標
高
の
碑
（
昭
和
60
年
）

 

昭
和
60
年
度
の
卒
業
生
一
同
が
、

後
輩
の
た
め
に
贈
ら
れ
た
碑
で
、

移
設
に
よ
っ
て
多
少
の
差
が
生
じ

て
い
ま
し
ょ
う
か
。

④
方
位
の
碑
（
昭
和
61
年
）

 

昭
和
61
年
度
の
卒
業
生
一
同
か
ら

贈
ら
れ
た
碑
で
す
。

⑤
立
志
の
塔
（
昭
和
63
年
）

 

統
合
中
学
校
創
立
当
時
か
ら
立
志

式
は
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
中

学
校
創
立
40
年
を
記
念
し
て
こ
の

塔
は
建
立
し
た
も
の
で
す
。

⑥
校
歌
の
碑
（
平
成
２
年
）

　
東
中
学
校
の
校
歌
の
碑
で
昭
和
42

年
に
制
定
し
ま
し
た
。
作
詞
は
吉

田
金
蔵
、
作
曲
は
黒
沢
副
で
す
。
　

里
見
哲
夫

下
仁
田
中
学
校
の
記
念
碑

下
仁
田
中
学
校
の
記
念
碑

　
東
中
学
校
歌
制
定
委
員
会
に

よ
っ
て
平
成
２
年
２
月
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

⑦
校
門
が
完
成
（
平
成
８
年
）

　
校
門
が
完
成
し
、
学
校
名
と
校

章
が
は
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

⑧
立
志
の
碑
（
平
成
16
年
）

　
西
中
学
校
に
建
立
し
た
立
志
の

碑
で
す
が
、
統
合
に
併
せ
て
生
徒

と
と
も
に
移
設
し
た
碑
で
す
。

　
東
中
学
校
歌
制
定
委
員
会
に

よ
っ
て
平
成
２
年
２
月
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

⑦
校
門
が
完
成
（
平
成
８
年
）

　
校
門
が
完
成
し
、
学
校
名
と
校

章
が
は
め
込
ま
れ
ま
し
た
。

⑧
立
志
の
碑
（
平
成
16
年
）

　
西
中
学
校
に
建
立
し
た
立
志
の

碑
で
す
が
、
統
合
に
併
せ
て
生
徒

と
と
も
に
移
設
し
た
碑
で
す
。

数
々
の
　苦
難
乗
り
越
え
　建
設
を

教
訓
と
し
　目
指
せ
若
人

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

①.赤岩町長の胸像①.赤岩町長の胸像

　
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、下
仁

田
町
が「
こ
ん
に
ゃ
く
の
町
」で
あ
る

こ
と
を
外
部
に
発
信
し
、こ
ん
に
ゃ
く

の
消
費
拡
大
や
下
仁
田
町
の
こ
ん

に
ゃ
く
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

入
賞
者
に
は
豪
華
賞
品
を
用
意
し
て

お
り
ま
す
。ま
た
、小
学
生
の
方
に
は

参
加
賞
と
し
て
、こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り

体
験
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
応
募
期
間

　令
和
３
年
８
月
２

日（
月
）〜
令
和
４
年
１
月
17
日（
月
）

●
応
募
方
法

　応
募
票
に
す
べ
て
の

事
項
を
記
入
後
、作
品
の
裏
面
に
貼

り
、下
仁
田
町
役
場
商
工
観
光
課
に

持
参
又
は
郵
送
。

※

応
募
票
は
、下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
作
品
に
つ
い
て

・
応
募
作
品
の
撮
影
時
期
は
不
問

で
、下
仁
田
町
内
の
こ
ん
に
ゃ
く
芋
の

畑
、工
場
、製
品
等
こ
ん
に
ゃ
く
に
関

連
す
る
写
真
が
選
考
対
象
と
な
り
ま

す
。畑
や
工
場
等
の
写
真
に
つ
い
て
は

原
則
下
仁
田
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
も

の
、製
品
等
に
つ
い
て
は
下
仁
田
町
内

の
事
業
所
で
製
造
さ
れ
た
製
品
に
限

り
ま
す
。

・
ど
な
た
で
も
応
募
可
能
で
、未
発

表
も
の
に
限
り
、１
人
３
点
ま
で
と

し
ま
す
。

・
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
か
Ａ
４
判
で
プ

リ
ン
ト
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
は
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
、

著
作
権
を
有
す
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

・
入
選
作
品
の
版
権
及
び
使
用
権
は

主
催
者
側
に
帰
属
し
、許
諾
な
く
無

償
で
使
用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

・
人
物
が
被
写
体
の
場
合
は
、ご
本

人（
被
写
体
）の
承
諾
を
得
た
上
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
賞
に
つ
い
て

〇
群
馬
県
知
事
賞
　
１
名

〇
群
馬
県
西
部
農
業
事
務
所
長
賞
　
１
名

〇
下
仁
田
町
蒟
蒻
消
費
拡
大
推
進

協
議
会
長
賞
　
１
名

〇
下
仁
田
町
長
賞
　
１
名

〇
下
仁
田
町
教
育
長
賞
　
１
名

〇
入
選
　
５
点

〇
佳
作
　
10
点

　
入
賞
者
に
は
、郵
送
で
表
彰
式
の
ご

案
内
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ま
た
、入

賞
者
は
提
出
作
品
と
同
じ
原
版
を
電

子
デ
ー
タ
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

表
彰
式
は
２
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
蒟
蒻
消

費
拡
大
推
進
協
議
会
事
務
局（
下
仁

田
町
役
場
商
工
観
光
課
）

☎
64
―
８
８
０
５

令
和
３
年
度
下
仁
田
町
こ
ん
に
ゃ
く

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

む
住
に
本
日、
は
金
年
民
国
　

２０

上
以
歳

６０

公
る
す
入
加
が
人
の
て
べ
す
の
満
未
歳

。
す
で
度
制
金
年
的

。
す
ま
り
な
に
要
必
が
出
け
届
に
と
ご
会
機
な
う
よ
の
次、
は）
者
険
保
被
（者
入
加
　

、
が）
ど
な
生
学
や
者
業
営
自
（者
険
保
被
号
１
第

き
と
た
し
入
加
に
金
年
生
厚
て
し
職
就
■

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
が
者
偶
配
↓
　

、
が）
ど
な
員
務
公
や
員
社
会
（者
険
保
被
号
２
第

き
と
た
し
職
退
▼

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
場
役
村
町・
所
役
市
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
が
者
偶
配
↓
　

、
が）
者
偶
配
る
い
て
れ
さ
養
扶
に
者
険
保
被
号
２
第
（者
険
保
被
号
３
第

き
と
た
し
入
加
に
金
年
生
厚
て
し
職
就
◆

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
所
務
事
金
年
が
所
業
事
る
す
務
勤
↓
　

。
す
ま
し
を
出
け
届
へ
場
役
村
町・
所
役
市
↓
　

な
れ
ら
け
受
が
金
年
来
将、
と
く
お
て
し
に
ま
ま
の
そ
て
れ
忘
を
出
け
届
な
要
必
　

７
２
０
☎
　

国
民
年
金
課

●
問
い
合
わ
せ

　
所
務
事
金
年
崎
高

２
２
３

９
９
２
４
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報しもにた

令
和
２
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作

品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人

権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校
・
学
年
は
、令
和
２
年
度
の
も
の
で

す
。

　
最
近
、児
童
虐
待
や
い
じ
め
の
ニュー
ス
を
よ
く
目
に
し

ま
す
。考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
悲
し
いニュー
ス
が
多
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　
虐
待
で
は
、小
さ
な
命
が
す
ぐ
な
く
な
って
し
ま
い
よ

く
ニュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、幼
児
を
家
に

置
き
去
り
に
し
て
旅
行
に
行
っ
た
り
、外
出
し
、残
さ
れ

た
子
ど
も
が
亡
く
な
る
と
い
う
事
件
が
続
け
て
あ
り
ま

し
た
。

　
調
べ
た
と
こ
ろ
、虐
待
は
、ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
え

る
も
の
で
、家
族
間
の
ス
ト
レ
ス
、住
居
や
経
済
的
な
問

題
、親
子
の
孤
立
な
ど
、様
々
な
こ
と
が
虐
待
の
引
き
金

に
な
る
そ
う
で
す
。そ
し
て
虐
待
の
中
で
も
多
い
も
の

が
、身
体
的
虐
待
と
ネ
グ
レ
ク
ト
で
す
。身
体
的
虐
待

は
、殴
る
、蹴
る
、叩
く
な
ど
の
暴
力
を
ふ
る
って
身
体
的

苦
痛
を
与
え
る
も
の
で
す
。ネ
グ
レ
ク
ト
は
、食
事
を
与

え
な
い
こ
と
や
、ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る
、重
い
病

気
で
も
医
者
に
み
せ
な
い
、学
校
に
行
か
せ
な
い
な
ど
の

養
育
拒
否
や
、子
ど
も
を
放
置
し
た
り
、家
族
や
第
三

者
か
ら
の
虐
待
を
見
過
ご
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　
い
じ
め
に
つ
い
て
は
、自
分
と
気
が
合
わ
な
い
こ
と
や
、

ス
ト
レ
ス
の
多
い
環
境
が
原
因
で
起
き
る
こ
と
が
多
い
そ

う
で
す
。最
近
、と
て
も
多
く
耳
に
す
る
の
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
い
じ
め
で
す
。せ
き
を
し
た
だ

け
で
避
け
る
、マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
人
に
対
し
て
文
句
を

言
う
な
ど
と
い
う
こ
と
が
日
本
中
で
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
コ
ロ
ナ
い
じ
め
」が
ニュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
始
め
た
の

は
、病
院
職
員
の
子
ど
も
た
ち
が
い
じ
め
に
あ
って
い
る
こ

と
が
発
覚
し
た
と
き
か
ら
だ
そ
う
で
す
。自
分
の
親
が

患
者
さ
ん
の
た
め
に一生
懸
命
働
い
て
い
る
と
き
に
、そ
の

よ
う
な
目
に
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。ま
た
、医
療
関
係

者
の
子
ど
も
た
ち
の
保
育
園
へ
の
登
園
を
嫌
が
る
親
た

ち
や
保
育
園
が
あ
る
と
い
う
の
も
ニュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ

て
い
ま
し
た
。子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、大
人
た
ち
も
い

じ
め
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　
い
じ
め
や
虐
待
は
、環
境
や
心
の
状
態
で
起
こ
り
ま

す
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、人
々
の
環
境
の
変
化
や
心
の
不
安

定
さ
は
誰
も
が
み
な
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。世

界
中
の
人
々
が
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
は
ず
で

す
。し
か
し
、環
境
や
心
の
状
態
の
せ
い
に
し
て
い
て
は
、い

じ
め
や
虐
待
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
正
し
い
知
識
を
も
ち
、優
し
い
心
を
も
ち
、誰
も
が
皆

不
安
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
い
じ
め
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
人
も
子
ど
も
も
コ
ロ
ナ
を
い
じ
め
に
使
わ
ず
、優
し
い

心
で
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、世
の
中
も
変
わ
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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金
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わ

な
が
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か
な
で

もてき

かんだ あやな

ゆい

し
お
ん
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日
本
人
と
外
国
人
が
仲
良
く
す
る
た
め
に

下
仁
田
小
学
校
　
六
年
　
永
井
　
奏

　
み
な
さ
ん
は
、外
国
の
人
に
会
っ
た
と
き
、ど
ん
な
こ
と

を
思
い
ま
す
か
。偏
見
を
も
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。私

は
、今
ま
で
外
国
人
に
合
う
と
少
し
こ
わ
い
気
持
ち
に

な
って
い
ま
し
た
。

　
日
本
に
は
、外
国
人
が
約
三
百
万
人
い
ま
す
。皆
さ
ん

も一度
は
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
ん
な
中
で
、日
本
人
が
外
国
人
に
対
し
て
行
う「
人
種

差
別
」も
起
こって
い
ま
す
。

　「
人
種
差
別
」と
は
、偏
見
に
よ
って
、自
分
と
は
違
う

人
種
を
差
別
す
る
こ
と
で
す
。日
本
で
実
際
に
起
こって

い
る
人
種
差
別
で
は
、「
就
職
を
断
る
」「
ア
パ
ー
ト
な
ど

に
入
居
さ
せ
な
い
」「
理
容
店
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
さ

せ
な
い
」な
ど
と
いっ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
ど
れ

も
、「
外
国
人
だ
か
ら
」と
い
う
理
由
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。日
本
人
が
も
つ
偏
見
に
よ
り
差
別
を
受
け
た
外
国

の
人
は
、悲
し
い
思
い
を
し
た
と
思
う
し
、日
本
人
は
悪
い

人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。だ
か

ら
私
は
、差
別
を
な
く
す
た
め
に
、日
本
人
と
外
国
人
の

「
ち
が
い
」を
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。日
本
人

と
外
国
人
で
は
、文
化
、言
語
、見
た
目
、生
活
習
慣
な

ど
、ち
が
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。私
も
実
際
、

ち
が
い
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。私
の
家
の
近

く
の
工
場
に
は
、中
国
の
方
が
た
く
さ
ん
働
い
て
い
ま
す
。

　
な
の
で
中
国
人
の
方
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、中
国
語
で
話
し
て
い
る
の
が
聞
こ
え
る
と
、そ
の
た
び

に
私
は
動
揺
し
て
い
ま
し
た
。私
が
外
国
人
に
会
う
と
少

し
こ
わ
い
気
持
ち
に
な
る
の
は
、言
語
の
ち
が
い
を
受
け

入
れ
ら
れ
て
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。今
で
は
も

う
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
、こ
わ
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と

は
な
く
な
り
ま
し
た
。だ
か
ら
私
の
よ
う
に
、「
ち
が
い
」

を
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
人
は
、「
ち
が
い
」を
受
け
入

れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、少
し
で
も

日
本
人
と
外
国
人
の
差
が
な
く
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
、人
種
差
別
を
な
く
す
た
め
の
自
分
の
意

見
を
話
し
ま
し
た
が
、何
よ
り
も
私
が
伝
え
た
い
こ
と
、

大
切
だ
と
思
う
こ
と
は
、外
国
人
も
自
分
た
ち
と
同
じ

「
人
」だ
と
い
う
こ
と
で
す
。生
ま
れ
た
環
境
が
ち
が
う
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「大事な命」
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　　　　きずつく人が　
　　　　　　　いるかもよ？

下仁田小学校　２年　神田　彩凪
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やさしさと　
　　　えがおでつなげる　
　　　　　　　みんなのわ
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だれとでも　
　　　なかよくできる子　
　　　　　　　すてきな子

下仁田小学校　2年　星野　大輝
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か
ら
と
いっ
て
、い
じ
め
て
い
い
わ
け
で
も
、差
別
し
て
い
い

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
人
と
平
等
に
あ
つ
か
う
べ

き
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、日
本
人
と
外
国
人
が
お
た
が

い
を
受
け
入
れ
認
め
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私

は
、世
界
の
人
々
が
お
た
が
い
仲
良
く
で
き
る
、平
和
な

明
る
い
未
来
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。な
の
で
、今
ま
で
外

国
人
に
も
って
い
た
偏
見
を
捨
て
、外
国
人
の
人
た
ち
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
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潔
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。
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近
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の
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ど
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た
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が
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に
あ
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る
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と
が
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覚
し
た
と
き
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ら
だ
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う
で
す
。自
分
の
親
が

患
者
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ん
の
た
め
に一生
懸
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働
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て
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る
と
き
に
、そ
の
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な
目
に
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た
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
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る
と
、

と
て
も
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し
い
気
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に
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ま
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も
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で
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た
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も
い
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を
し
て
い
る
の
で
す
。
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じ
め
や
虐
待
は
、環
境
や
心
の
状
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で
起
こ
り
ま

す
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の
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禍
で
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の
環
境
の
変
化
や
心
の
不
安

定
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は
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も
が
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て
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る
こ
と
と
思
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ま
す
。世

界
中
の
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が
大
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な
ス
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レ
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を
抱
え
て
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る
は
ず
で

す
。し
か
し
、環
境
や
心
の
状
態
の
せ
い
に
し
て
い
て
は
、い

じ
め
や
虐
待
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
正
し
い
知
識
を
も
ち
、優
し
い
心
を
も
ち
、誰
も
が
皆

不
安
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
い
じ
め
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
人
も
子
ど
も
も
コ
ロ
ナ
を
い
じ
め
に
使
わ
ず
、優
し
い

心
で
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、世
の
中
も
変
わ
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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が
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と
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に
入
居
さ
せ
な
い
」「
理
容
店
で
の
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と
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も
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が
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す
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日
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と
思
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よ
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。日
本
人
と
平
等
に
あ
つ
か
う
べ

き
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、日
本
人
と
外
国
人
が
お
た
が

い
を
受
け
入
れ
認
め
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私

は
、世
界
の
人
々
が
お
た
が
い
仲
良
く
で
き
る
、平
和
な

明
る
い
未
来
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。な
の
で
、今
ま
で
外

国
人
に
も
って
い
た
偏
見
を
捨
て
、外
国
人
の
人
た
ち
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

人権尊重作品人権尊重作品
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、広
域

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☎
０
２
７
４
―
62
―
４
３
０
６

　
　

　
法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
あ
る
7
月

に
、
毎
年
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
社

明
募
金
活
動
に
、
ご
協
力
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
募
金
額

は
7
３
６
，
２
５
0
円
と
な
り
ま
し

た
。こ
の
募
金
は
、
以
下
の
よ
う
な

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
活
動

に
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

○
少
年
院
・
更
生
保
護
施
設
・
依

存
症
者
の
回
復
施
設
・
自
立
支
援
施

設
・
児
童
養
護
施
設
な
ど
へ
の
支
援

○
刑
務
所
の
出
所
者
へ
の
就
労
支
援

○
犯
罪
・
非
行
防
止
活
動
（
薬
物
乱

用
防
止
・
特
殊
詐
欺
防
止
・
地
域

見
守
り
活
動
）

○「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」広
報

活
動

○
災
害
時
に
お
け
る
支
援
活
動

　
今
後
と
も
、「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」へ
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時

10
月
５
日（
毎
月
第
1
火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　

下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ

適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
16
日（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
９
月
17

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

●
試
験（
第
２
回
）

○
日
時

11
月
７
日（
日
）前
橋
市

「
ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
」

11
月
14
日（
日
）高
崎
市

「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」

11
月
21
日（
日
）太
田
市

「
関
東
学
園
大
学
」

試
験
時
間
は
試
験
種
類
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

●
書
面
申
請

○
受
付
期
間
　

９
月
17
日（
金
）〜
10
月
１
日（
金
）

○
受
付
場
所
　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
　
群
馬
県
支
部

〒
3
7
1
―
0
8
5
4

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口
　

福
祉
課 

包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
） 

 

 

 

 

 

 

 

　
自
殺
は
、
健
康
問
題
や
経
済
・
生

活
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
複
数
の
要

因
が
連
鎖
し
て
、
心
理
的
に
追
い
込

ま
れ
た
状
態
か
ら
起
こ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。自
殺
す
る
人
は
特
別
な

人
た
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
代
社

会
で
は
、誰
も
が
こ
こ
ろ
の
健
康
を
損

な
う
可
能
性
が
あ
り
、
決
し
て
他
人

事
で
は
な
く
身
近
な
問
題
で
す
。

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
心
理

的
に
孤
立
・
孤
独
だ
と
考
え
が
ち
で

す
。孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
こ
と
が
自

殺
対
策
の
有
効
な
手
段
に
な
り
ま

す
。私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
悩
ん
で
い

る
人
に
気
づ
き
、声
を
か
け
、話
を
聞

い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守

る
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
窓
口

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
６
４
―
５
５
６

月
〜
金
　
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

○
24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
１
２
０
―
０
―
７
８
３
１
０

○
S
N
S
相
談
窓
口
　
N
P
O
法

人 

自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー 

ラ
イ

フ
リ
ン
ク

L
I
N
E
　
＠yorisoi-chat

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
高
齢
者
を

在
宅
で
介
護
す
る
方
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
在
宅
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
介
護
慰
労
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者
 

令
和
3
年
８
月
1
日
現
在
で
、
次
の

（
1
）お
よ
び（
2
）の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
在
宅
の
寝
た
き
り
又
は
認
知

症
の
高
齢
者
を
居
宅
に
お
い
て
1
年

以
上
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
方
 

（
1
）町
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
が

65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
 
 

（
2
）要
介
護
4
又
は
5
に
相
当
す
る

方
。令
和
2
年
8
月
1
日
か
ら
令
和

3
年
7
月
31
日
ま
で
の
期
間
中
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
お
よ
び
入
院
等
に

よ
り
在
宅
生
活
を
離
れ
た
期
間
が
通

算
1
0
0
日
を
超
え
な
い
方

●
支
給
金
額

8
0
，
0
0
0
円  

※
確
認
作
業
の

結
果
該
当
さ
れ
た
方
へ
の
支
給
は
12

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
期
間

9
月
6
日（
月
）〜
30
日（
木
）

●
受
付
時
間
　
平
日
　
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 
 

前
橋
市
大
渡
町
1
―
10
―
7

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
5
階

☎
0
2
7
―
2
8
0
―
6
1
2
3

（
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
郵
送
さ
れ
る
場
合
は
10
月
１
日
消

印
有
効
で
す
。

●
電
子
申
請（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

○
受
付
期
間
　
９
月
14
日
（
火
）
〜

９
月
28
日（
火
）で
あ
り
、
受
付
期
間

中
は
、
24
時
間
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.sh
o
u
b
o
-sh
ik
-

en.or.jp
）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
準
備
講
習
会

○
日
時
　
10
月
15
日
（
金
）
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

○
会
場
　

広
域
消
防
本
部
３
階
会
議
室

○
受
付
期
間

９
月
17
日
（
金
）
〜
10
月
１
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

○
受
付
時
間
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

○
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま

た
は
下
仁
田
消
防
署

○
受
講
料
　
１
２
，
5
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
・
例
題
集
代
を
含
む
）

チ
ャ
ッ
ト

httpsd://yorisoi-chat.jp/ 

○
支
援
情
報
検
索
サ
イ
ト

https://shienjoho.go.jp/

○
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
４
―
82
―
５
４
９
０

　
偶
数
月
の
第
２
金
曜
日
に
心
療
内

科
医
師
に
よ
る
『
こ
こ
ろ
の
相
談
』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
広
報
で

ご
確
認
の
上
、
お
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
随
時

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、ご
利

用
く
だ
さ
い
。　

●
問
い
合
わ
せ
　

保
健
課
保
健
予
防
係
　

☎
82
―
5
4
9
0

　
令
和
３
年
10
月
か
ら
税
務
署
窓
口

で
の
納
税
は
、
９
時
か
ら
16
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　
国
税
の
納
付
に
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
や
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
コ
ン

ビ
ニ
納
付
な
ど
の
便
利
な
納
付
手
続

き
が
あ
り
ま
す
。

　
国
税
の
納
付
手
続
き
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.nta.go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
税
務
署

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
2
3
5

※
自
動
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村

を
経
由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域
内

２
，０
０
０
㎡
以
上

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区

域
内

５
，０
０
０
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外

１
０
，０
０
０
㎡
以
上

●
届
出
期
間

　
売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
２
週
間
以
内

●
届
出
先
　
下
仁
田
町
役
場

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
庁
地
域
創
生
課

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6

下
仁
田
町
役
場
企
画
課

地
域
創
生
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
9

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

9
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

（
群
馬
県
）で
す

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

社
明
募
金
の
ご
報
告
と
お
礼

下
仁
田
町
更
生
保
護
女
性
会

行
政
相
談

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

介
護
慰
労
金
支
給
に
つ
い
て

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

人
権
相
談

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

土
地
売
買
等
届
出
書
）
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、広
域

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☎
０
２
７
４
―
62
―
４
３
０
６

　
　

　
法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
あ
る
7
月

に
、
毎
年
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
社

明
募
金
活
動
に
、
ご
協
力
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
募
金
額

は
7
３
６
，
２
５
0
円
と
な
り
ま
し

た
。こ
の
募
金
は
、
以
下
の
よ
う
な

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
活
動

に
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

○
少
年
院
・
更
生
保
護
施
設
・
依

存
症
者
の
回
復
施
設
・
自
立
支
援
施

設
・
児
童
養
護
施
設
な
ど
へ
の
支
援

○
刑
務
所
の
出
所
者
へ
の
就
労
支
援

○
犯
罪
・
非
行
防
止
活
動
（
薬
物
乱

用
防
止
・
特
殊
詐
欺
防
止
・
地
域

見
守
り
活
動
）

○「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」広
報

活
動

○
災
害
時
に
お
け
る
支
援
活
動

　
今
後
と
も
、「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」へ
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時

10
月
５
日（
毎
月
第
1
火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　

下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ

適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
16
日（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
９
月
17

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　
下
仁
田
厚
生
病

院
　
☎
82
―
３
５
５
５

●
試
験（
第
２
回
）

○
日
時

11
月
７
日（
日
）前
橋
市

「
ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
」

11
月
14
日（
日
）高
崎
市

「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」

11
月
21
日（
日
）太
田
市

「
関
東
学
園
大
学
」

試
験
時
間
は
試
験
種
類
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

●
書
面
申
請

○
受
付
期
間
　

９
月
17
日（
金
）〜
10
月
１
日（
金
）

○
受
付
場
所
　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
　
群
馬
県
支
部

〒
3
7
1
―
0
8
5
4

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口
　

福
祉
課 

包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
） 

 

 

 

 

 

 

 

　
自
殺
は
、
健
康
問
題
や
経
済
・
生

活
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
複
数
の
要

因
が
連
鎖
し
て
、
心
理
的
に
追
い
込

ま
れ
た
状
態
か
ら
起
こ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。自
殺
す
る
人
は
特
別
な

人
た
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
代
社

会
で
は
、誰
も
が
こ
こ
ろ
の
健
康
を
損

な
う
可
能
性
が
あ
り
、
決
し
て
他
人

事
で
は
な
く
身
近
な
問
題
で
す
。

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
心
理

的
に
孤
立
・
孤
独
だ
と
考
え
が
ち
で

す
。孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
こ
と
が
自

殺
対
策
の
有
効
な
手
段
に
な
り
ま

す
。私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
悩
ん
で
い

る
人
に
気
づ
き
、声
を
か
け
、話
を
聞

い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守

る
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
窓
口

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
６
４
―
５
５
６

月
〜
金
　
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

○
24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
１
２
０
―
０
―
７
８
３
１
０

○
S
N
S
相
談
窓
口
　
N
P
O
法

人 

自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー 

ラ
イ

フ
リ
ン
ク

L
I
N
E
　
＠yorisoi-chat

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
高
齢
者
を

在
宅
で
介
護
す
る
方
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
在
宅
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
介
護
慰
労
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者
 

令
和
3
年
８
月
1
日
現
在
で
、
次
の

（
1
）お
よ
び（
2
）の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
在
宅
の
寝
た
き
り
又
は
認
知

症
の
高
齢
者
を
居
宅
に
お
い
て
1
年

以
上
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
方
 

（
1
）町
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
が

65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
 
 

（
2
）要
介
護
4
又
は
5
に
相
当
す
る

方
。令
和
2
年
8
月
1
日
か
ら
令
和

3
年
7
月
31
日
ま
で
の
期
間
中
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
お
よ
び
入
院
等
に

よ
り
在
宅
生
活
を
離
れ
た
期
間
が
通

算
1
0
0
日
を
超
え
な
い
方

●
支
給
金
額

8
0
，
0
0
0
円  

※
確
認
作
業
の

結
果
該
当
さ
れ
た
方
へ
の
支
給
は
12

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
期
間

9
月
6
日（
月
）〜
30
日（
木
）

●
受
付
時
間
　
平
日
　
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 
 

前
橋
市
大
渡
町
1
―
10
―
7

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
5
階

☎
0
2
7
―
2
8
0
―
6
1
2
3

（
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
郵
送
さ
れ
る
場
合
は
10
月
１
日
消

印
有
効
で
す
。

●
電
子
申
請（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

○
受
付
期
間
　
９
月
14
日
（
火
）
〜

９
月
28
日（
火
）で
あ
り
、
受
付
期
間

中
は
、
24
時
間
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.sh
o
u
b
o
-sh
ik
-

en.or.jp

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
準
備
講
習
会

○
日
時
　
10
月
15
日
（
金
）
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

○
会
場
　

広
域
消
防
本
部
３
階
会
議
室

○
受
付
期
間

９
月
17
日
（
金
）
〜
10
月
１
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

○
受
付
時
間
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

○
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま

た
は
下
仁
田
消
防
署

○
受
講
料
　
１
２
，
5
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
・
例
題
集
代
を
含
む
）

チ
ャ
ッ
ト

httpsd://yorisoi-chat.jp/ 

○
支
援
情
報
検
索
サ
イ
ト

https://shienjoho.go.jp/

○
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
４
―
82
―
５
４
９
０

　
偶
数
月
の
第
２
金
曜
日
に
心
療
内

科
医
師
に
よ
る
『
こ
こ
ろ
の
相
談
』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
広
報
で

ご
確
認
の
上
、
お
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
随
時

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、ご
利

用
く
だ
さ
い
。　

●
問
い
合
わ
せ
　

保
健
課
保
健
予
防
係
　

☎
82
―
5
4
9
0

　
令
和
３
年
10
月
か
ら
税
務
署
窓
口

で
の
納
税
は
、
９
時
か
ら
16
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　
国
税
の
納
付
に
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
や
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
コ
ン

ビ
ニ
納
付
な
ど
の
便
利
な
納
付
手
続

き
が
あ
り
ま
す
。

　
国
税
の
納
付
手
続
き
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.nta.go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
税
務
署

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
2
3
5

※
自
動
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村

を
経
由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域
内

２
，０
０
０
㎡
以
上

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区

域
内

５
，０
０
０
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外

１
０
，０
０
０
㎡
以
上

●
届
出
期
間

　
売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
２
週
間
以
内

●
届
出
先
　
下
仁
田
町
役
場

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
庁
地
域
創
生
課

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6

下
仁
田
町
役
場
企
画
課

地
域
創
生
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
9

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

9
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

（
群
馬
県
）で
す

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

社
明
募
金
の
ご
報
告
と
お
礼

下
仁
田
町
更
生
保
護
女
性
会

行
政
相
談

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

介
護
慰
労
金
支
給
に
つ
い
て

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

人
権
相
談

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

土
地
売
買
等
届
出
書
）
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた
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☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ｄ
ｅ
ジ
オ
開
催

　
馬
山
丘
陵
〜
不
通
渓
谷
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
25
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

集
合
場
所
　
道
の
駅
　
し
も
に
た

申
し
込
み
　
下
仁
田
町
自
然
史
館
ま
で

（
９
月
17
日
（
金
）
ま
で
）

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は

中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
ジ
オ
の
日
美
化
活
動

　
９
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は
宮
室

の
逆
転
層
付
近
で
行
い
ま
す
。
清
掃
終

了
後
は
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
も
あ
り
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
20
日
（
祝
・
月
）

午
前
８
時
か
ら

集
合
場
所
　
宮
室
の
逆
転
層

持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や
す

い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
半

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

大
人
　
２
０
０
円
　

高
校
生
以
下
　
１
０
０
円

（
下
仁
田
町
民
無
料
）

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

日本ジオパーク認定１０周年特集号
　下仁田ジオパークは９月５日で日本ジオパーク認定10周年を迎えます。ジオパーク活動を地域の皆さん
と、一歩ずつ様々な取り組みを進めてきました。10周年を記念し、広報の誌面上で、今月から12月までの４
カ月にわたって、10年間の歩みと成果についてお届けします。第一回の今月号は年表とともに10年の歩み
をご紹介します。

来
年
２
月
末
日（
30
日
程
度
）　

●
調
査
時
間
　
９
時
〜
17
時
（
宅
地

内
・
道
路
内
）

22
時
〜
５
時（
道
路
内
）

●
対
象
地
区
　
下
仁
田
町
大
字
下

小
坂
・
中
小
坂
地
内

●
委
託
業
者
　

㈱
サ
ン
ス
イ
　
北
関
東
支
店

※
調
査
員
の
確
認
は
身
分
証
明
証

（
発
行
者
の
確
認
）
の
提
示
を
求
め
る

か
水
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

●
調
査
費
用
　
無
料
（
調
査
に
関
す

る
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
水
道
課

水
道
係
　
☎
64
―
８
８
０
８

●
期
日
　
９
月
26
日（
日
）

雨
天
の
場
合
は
10
月
30
日（
土
）

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
時
間
　
８
時
45
分
開
会
式

●
参
加
資
格
　

町
内
在
住
、在
勤
、在
学
者

町
内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
在
籍
者

●
種
目
　

一
般
男
子
・
一
般
女
子（
い
ず
れ
も
中

学
生
以
上
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長

高
橋
　
結
　 

☎
0
9
0
―
4
0
2
9
―
0
2
0
8

　
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
・
富
岡
地
区
農

業
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
新
た
に
就
農

さ
れ
る
方
や
、既
に
生
産
さ
れ
て
い
る

方
で
他
の
品
目
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。希
望

さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
　
10
月
３
日（
日
）

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
受
付

●
場
所
　
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡

下
仁
田
営
農
セ
ン
タ
ー

●
対
象
地
区
　
下
仁
田
・
南
牧

●
相
談
内
容

・
新
規
就
農
、定
年
帰
農
に
つ
い
て

・
規
模
拡
大
、
新
規
品
目
導
入
等
営

農
相
談

・
担
い
手
育
成
制
度
等
の
案
内

※
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
行
い
実

施
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
営

農
部
　
☎
64
―
２
５
５
１

　
町
で
は
、
有
効
に
水
道
水
を
使
用

す
る
た
め
に
水
道
管
の
漏
水
調
査
を

業
務
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。対
象

地
区
の
本
管
埋
設
位
置
・
各
戸
の
水

道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
配
管
に
つ
い
て

委
託
業
者
が
伺
い
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

●
調
査
期
間
　
９
月
上
旬
〜

新
規
就
農・営
農
相
談
会

開
催
に
つ
い
て

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

夢
を
持
つ
女
性
の
た
め
の

交
流
会
の
開
催
に
つ
い
て

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82
―
2
1
1
5

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
開
催
日
の
変
更
、
ま

た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
群
馬
県
で
は
、
女
性
の
創
業
機
運

の
醸
成
を
目
的
と
し
た
創
業
者
創
出

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
日
時

令
和
３
年
９
月
５
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所

群
馬
県
庁
32
階
　
官
民
共
創
ス
ペ
ー

ス
N
E
T
S
U
G
E
N

●
内
容
　
夢
を
実
現
し
た
女
性
の
体

験
談（
創
業
体
験
談
）

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
20
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法

sankakuse@
pref.gunm

a.jp

へ

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
群
馬
県
（
ぐ
ん
ま
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
、経
営
支
援
課
）

※
実
施
方
法
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
状
況
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
―
2
2
4
―
2
2
1
1

●
会
場
　
前
橋
市
嶺
公
園
ほ
か

●
日
程
　
令
和
３
年
10
月
14
日

（
木
）、15
日（
金
）

●
対
象
　

・
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
希
望
者

・
職
種
転
換
や
就
業
を
希
望
す
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

●
定
員
　
15
名

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
期
限
　

令
和
3
年
9
月
29
日（
水
）

●
申
込
み
　
群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く

り
財
団
シ
ル
バ
ー
連
合
事
業
グ
ル
ー

プ
育
成
事
業
係

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
4
0
0

お知らせ版お知らせ版

松
剪
定・生
垣・竹
垣
講
習

（
県
央（
前
橋
）会
場
）

ジオパークによる地域活性化
推進議員連盟会長でもある
石破茂衆議院議員来町
⇒下仁田の特徴や取り組み
　を紹介

下仁田ジオパーク
１０年のあゆみ 下

仁
田
町
自
然
史
館
展
示
室
オ
ー
プ
ン

荒
船
風
穴
世
界
遺
産
登
録

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」

   

ユ
ネ
ス
コ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

日本ジオパーク下仁田
応援団発足
（後に下仁田ジオパークの会に改称）
⇒ジオの日清掃スタート
　本格的な住民活動の始まり

拠点施設
「下仁田町自然史館」
登録博物館認定

中学生の提案により
「ジオトレイン」運行スタート

日本ジオパーク認定
（2011.09.05）

小・中郷土学習プログラム
「下仁田学習」スタート

ジオパーク関東大会開催
　ネギ祭りと同時開催

201120112011

201520152015201820182018

202020202020

202120212021

201320132013

201220122012

201４201４201４

201７201７201７

201620162016

201920192019

下
仁
田
ね
ぎ
祭
り

開
催
中
止
に
つ
い
て

　
11
月
下
旬
に
開
催
を
予
定
し
て

い
た
「
下
仁
田
ね
ぎ
祭
り
」に
つ
い

て
、現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
を
鑑
み
、
町
民
の
健

康
と
安
全
を
第
一
に
考
え
、
中
止

す
る
こ
と
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。昨
年
に
続
い
て
の
中
止
決
定

と
な
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ｄ
ｅ
ジ
オ
開
催

　
馬
山
丘
陵
〜
不
通
渓
谷
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
25
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

集
合
場
所
　
道
の
駅
　
し
も
に
た

申
し
込
み
　
下
仁
田
町
自
然
史
館
ま
で

（
９
月
17
日
（
金
）
ま
で
）

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は

中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
ジ
オ
の
日
美
化
活
動

　
９
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は
宮
室

の
逆
転
層
付
近
で
行
い
ま
す
。
清
掃
終

了
後
は
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
も
あ
り
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
20
日
（
祝
・
月
）

午
前
８
時
か
ら

集
合
場
所
　
宮
室
の
逆
転
層

持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や
す

い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
半

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

大
人
　
２
０
０
円
　

高
校
生
以
下
　
１
０
０
円

（
下
仁
田
町
民
無
料
）

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

日本ジオパーク認定１０周年特集号
　下仁田ジオパークは９月５日で日本ジオパーク認定10周年を迎えます。ジオパーク活動を地域の皆さん
と、一歩ずつ様々な取り組みを進めてきました。10周年を記念し、広報の誌面上で、今月から12月までの４
カ月にわたって、10年間の歩みと成果についてお届けします。第一回の今月号は年表とともに10年の歩み
をご紹介します。

来
年
２
月
末
日（
30
日
程
度
）　

●
調
査
時
間
　
９
時
〜
17
時
（
宅
地

内
・
道
路
内
）

22
時
〜
５
時（
道
路
内
）

●
対
象
地
区
　
下
仁
田
町
大
字
下

小
坂
・
中
小
坂
地
内

●
委
託
業
者
　

㈱
サ
ン
ス
イ
　
北
関
東
支
店

※
調
査
員
の
確
認
は
身
分
証
明
証

（
発
行
者
の
確
認
）
の
提
示
を
求
め
る

か
水
道
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

●
調
査
費
用
　
無
料
（
調
査
に
関
す

る
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
水
道
課

水
道
係
　
☎
64
―
８
８
０
８

●
期
日
　
９
月
26
日（
日
）

雨
天
の
場
合
は
10
月
30
日（
土
）

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
時
間
　
８
時
45
分
開
会
式

●
参
加
資
格
　

町
内
在
住
、在
勤
、在
学
者

町
内
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
在
籍
者

●
種
目
　

一
般
男
子
・
一
般
女
子（
い
ず
れ
も
中

学
生
以
上
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長

高
橋
　
結
　 

☎
0
9
0
―
4
0
2
9
―
0
2
0
8

　
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
・
富
岡
地
区
農

業
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
新
た
に
就
農

さ
れ
る
方
や
、既
に
生
産
さ
れ
て
い
る

方
で
他
の
品
目
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。希
望

さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
　
10
月
３
日（
日
）

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
受
付

●
場
所
　
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡

下
仁
田
営
農
セ
ン
タ
ー

●
対
象
地
区
　
下
仁
田
・
南
牧

●
相
談
内
容

・
新
規
就
農
、定
年
帰
農
に
つ
い
て

・
規
模
拡
大
、
新
規
品
目
導
入
等
営

農
相
談

・
担
い
手
育
成
制
度
等
の
案
内

※
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
行
い
実

施
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
営

農
部
　
☎
64
―
２
５
５
１

　
町
で
は
、
有
効
に
水
道
水
を
使
用

す
る
た
め
に
水
道
管
の
漏
水
調
査
を

業
務
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。対
象

地
区
の
本
管
埋
設
位
置
・
各
戸
の
水

道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
配
管
に
つ
い
て

委
託
業
者
が
伺
い
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

●
調
査
期
間
　
９
月
上
旬
〜

新
規
就
農・営
農
相
談
会

開
催
に
つ
い
て

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

夢
を
持
つ
女
性
の
た
め
の

交
流
会
の
開
催
に
つ
い
て

下
仁
田
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
82
―
2
1
1
5

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
開
催
日
の
変
更
、
ま

た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
群
馬
県
で
は
、
女
性
の
創
業
機
運

の
醸
成
を
目
的
と
し
た
創
業
者
創
出

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
日
時

令
和
３
年
９
月
５
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所

群
馬
県
庁
32
階
　
官
民
共
創
ス
ペ
ー

ス
N
E
T
S
U
G
E
N

●
内
容
　
夢
を
実
現
し
た
女
性
の
体

験
談（
創
業
体
験
談
）

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
20
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法

sankakuse@
pref.gunm

a.jp

へ

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
群
馬
県
（
ぐ
ん
ま
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
、経
営
支
援
課
）

※
実
施
方
法
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
状
況
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
―
2
2
4
―
2
2
1
1

●
会
場
　
前
橋
市
嶺
公
園
ほ
か

●
日
程
　
令
和
３
年
10
月
14
日

（
木
）、15
日（
金
）

●
対
象
　

・
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
希
望
者

・
職
種
転
換
や
就
業
を
希
望
す
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

●
定
員
　
15
名

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
期
限
　

令
和
3
年
9
月
29
日（
水
）

●
申
込
み
　
群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く

り
財
団
シ
ル
バ
ー
連
合
事
業
グ
ル
ー

プ
育
成
事
業
係

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
4
0
0

お知らせ版お知らせ版

松
剪
定・生
垣・竹
垣
講
習

（
県
央（
前
橋
）会
場
）

ジオパークによる地域活性化
推進議員連盟会長でもある
石破茂衆議院議員来町
⇒下仁田の特徴や取り組み
　を紹介

下仁田ジオパーク
１０年のあゆみ 下

仁
田
町
自
然
史
館
展
示
室
オ
ー
プ
ン

荒
船
風
穴
世
界
遺
産
登
録

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」

   

ユ
ネ
ス
コ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

日本ジオパーク下仁田
応援団発足
（後に下仁田ジオパークの会に改称）
⇒ジオの日清掃スタート
　本格的な住民活動の始まり

拠点施設
「下仁田町自然史館」
登録博物館認定

中学生の提案により
「ジオトレイン」運行スタート

日本ジオパーク認定
（2011.09.05）

小・中郷土学習プログラム
「下仁田学習」スタート

ジオパーク関東大会開催
　ネギ祭りと同時開催

201120112011

201520152015201820182018

202020202020

202120212021

201320132013

201220122012

201４201４201４

201７201７201７

201620162016

201920192019

下
仁
田
ね
ぎ
祭
り

開
催
中
止
に
つ
い
て

　
11
月
下
旬
に
開
催
を
予
定
し
て

い
た
「
下
仁
田
ね
ぎ
祭
り
」に
つ
い

て
、現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
を
鑑
み
、
町
民
の
健

康
と
安
全
を
第
一
に
考
え
、
中
止

す
る
こ
と
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。昨
年
に
続
い
て
の
中
止
決
定

と
な
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
７
月
10
日
（
土
）
に
荒
船
風
穴
友

の
会
主
催
で
、
荒
船
風
穴
見
学
者
広

場
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
梅
雨
の
晴
れ
間
の
暑
い
日
で
し
た

が
、
19
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５
　

甘
楽
富
岡
地
域
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　
富
岡
市
、
南
牧
村
、
甘
楽
町
と

「
甘
楽
富
岡
地
域
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
地
域
住

民
の
暮
ら
し
に
必
要
な
機
能
を
確
保

し
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
さ
ら
な
る

連
携
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◎
連
携
し
て
取
り
組
む
政
策
分
野
と

連
携
事
項

【
生
活
機
能
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野
】

医
療
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
振
興
、

生
活
環
境

【
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
に
係
る
政
策
分
野
】

地
域
公
共
交
通
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ

整
備

【
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

に
係
る
政
策
分
野
】

人
材
育
成

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
（
直
通
）

☎
64
―
８
８
０
９

荒
船
風
穴
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た

　
８
月
４
日
、
富
岡
甘
楽
平
和
運
動

実
行
委
員
会
か
ら
「
核
も
戦
争
も
な

い
平
和
な
21
世
紀
を
築
く
た
め
の
要

請
書
」
が
下
仁
田
町
長
、
下
仁
田
町

議
会
議
長
、
下
仁
田
町
教
育
長
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
要
請
行
動
は
、
例
年
、
非
核

平
和
パ
レ
ー
ド
に
伴
い
、
核
兵
器
廃

絶
、
世
界
平
和
を
謳
い
行
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮

し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
要
請
書
の

提
出
と
い
う
形
式
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 非

核
平
和
の
た
め
の

要
請
行
動

祝
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
決
定

5
人
制
サ
ッ
カ
ー

　園
部
優
月
選
手

　
両
親
と
も
に
下
仁
田
町
出
身
の
園

部
優
月
選
手
（
富
岡
市
）
が
、
５
人

制
サ
ッ
カ
ー
（
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ

ー
）
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
人
制
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
中

で
は
最
年
少
選
手
で
、
現
在
は
筑
波

大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校
高
等

部
３
年
生
。
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
も
所

属
し
て
い
ま
す
。

●
選
手
名

園
部
優
月
（
そ
の
べ
・
ゆ
づ
き
）

２
０
０
３
年
９
月
生
ま
れ

●
ポ
ジ
シ
ョ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー

２
０
１
９
　
日
本
代
表
初
選
出

祖
父
（
父
方
）

園
部
錠
吉
さ
ん
（
西
野
牧
）

祖
父
（
母
方
）

田
村
三
郎
さ
ん
（
栗
山
）

　
富
岡
市
立
美
術
博
物
館
で
は
、
下

仁
田
町
在
住
の
三
輪
洸
旗
（
こ
う

き
）
・
途
道
（
み
ち
よ
）
夫
妻
の
展

覧
会
「
三
輪
洸
旗
・
途
道
展―

富
岡

か
ら
世
界
を
紡
ぐ―

」
を
、
全
館
を

使
用
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
木
を
素
材
と
し
た
彫
刻
作
品
や
絵

画
な
ど
、
新
作
を
含
む
二
人
の
代
表

作
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
こ
の
貴

重
な
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
、
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

●
会
場

　富
岡
市
立
美
術
博
物
館
・

福
沢
一
郎
記
念
美
術
館
（
富
岡
市
黒

川
３
５
１
番
地
１
）

●
会
期
　９
月
11
日
（
土
）
〜

11
月
７
日
（
日
）

●
休
館
日
　
月
曜
日
〔
た
だ
し
、
９

月
20
日
（
月
・
祝
）
は
開
館
、
翌
21

日
（
火
）
は
休
館
〕

　
富
岡
市
立
美
術
博
物
館
で
は
、
下

仁
田
町
在
住
の
三
輪
洸
旗
（
こ
う

き
）
・
途
道
（
み
ち
よ
）
夫
妻
の
展

覧
会
「
三
輪
洸
旗
・
途
道
展―

富
岡

か
ら
世
界
を
紡
ぐ―

」
を
、
全
館
を

使
用
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
木
を
素
材
と
し
た
彫
刻
作
品
や
絵

画
な
ど
、
新
作
を
含
む
二
人
の
代
表

作
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
こ
の
貴

重
な
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
、
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

●
会
場

　富
岡
市
立
美
術
博
物
館
・

福
沢
一
郎
記
念
美
術
館
（
富
岡
市
黒

川
３
５
１
番
地
１
）

●
会
期
　９
月
11
日
（
土
）
〜

11
月
７
日
（
日
）

●
休
館
日
　
月
曜
日
〔
た
だ
し
、
９

月
20
日
（
月
・
祝
）
は
開
館
、
翌
21

日
（
火
）
は
休
館
〕

●
観
覧
料

一
般
　
８
０
０
円

大
学
・
高
校
生
　
４
０
０
円

中
学
生
以
下
　
無
料

●
観
覧
料

一
般
　
８
０
０
円

大
学
・
高
校
生
　
４
０
０
円

中
学
生
以
下
　
無
料

「
夏
の
県
民
交
通

安
全
運
動
」

　
７
月
11
日
か
ら
７
月
20
日
に
か
け

て
、
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
13
日
（
火
）
に
道
の
駅
し
も
に

た
前
の
国
道
２
５
４
号
線
で
街
頭
指

導
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
運
動
の
周
知
と
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

園部 優月選手

三輪洸旗
《白のチューリップ ＃3》

作家蔵

三輪洸旗
《白のチューリップ ＃3》

作家蔵 三輪途道《午後は鮨八で待つ》個人蔵三輪途道《午後は鮨八で待つ》個人蔵

下
仁
田
町
在
住
の
三
輪
洸
旗
・
途
道
夫
妻

富
岡
市
立
美
術
博
物
館
で
展
覧
会
開
催

下
仁
田
町
在
住
の
三
輪
洸
旗
・
途
道
夫
妻

富
岡
市
立
美
術
博
物
館
で
展
覧
会
開
催

広
報しもにた
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
７
月
10
日
（
土
）
に
荒
船
風
穴
友

の
会
主
催
で
、
荒
船
風
穴
見
学
者
広

場
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
梅
雨
の
晴
れ
間
の
暑
い
日
で
し
た

が
、
19
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館

☎
82
―
５
３
４
５
　

甘
楽
富
岡
地
域
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　
富
岡
市
、
南
牧
村
、
甘
楽
町
と

「
甘
楽
富
岡
地
域
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
地
域
住

民
の
暮
ら
し
に
必
要
な
機
能
を
確
保

し
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
さ
ら
な
る

連
携
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◎
連
携
し
て
取
り
組
む
政
策
分
野
と

連
携
事
項

【
生
活
機
能
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野
】

医
療
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
振
興
、

生
活
環
境

【
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
に
係
る
政
策
分
野
】

地
域
公
共
交
通
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ

整
備

【
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

に
係
る
政
策
分
野
】

人
材
育
成

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
（
直
通
）

☎
64
―
８
８
０
９

荒
船
風
穴
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た

　
８
月
４
日
、
富
岡
甘
楽
平
和
運
動

実
行
委
員
会
か
ら
「
核
も
戦
争
も
な

い
平
和
な
21
世
紀
を
築
く
た
め
の
要

請
書
」
が
下
仁
田
町
長
、
下
仁
田
町

議
会
議
長
、
下
仁
田
町
教
育
長
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
要
請
行
動
は
、
例
年
、
非
核

平
和
パ
レ
ー
ド
に
伴
い
、
核
兵
器
廃

絶
、
世
界
平
和
を
謳
い
行
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮

し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
要
請
書
の

提
出
と
い
う
形
式
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 非

核
平
和
の
た
め
の

要
請
行
動

祝
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
決
定

5
人
制
サ
ッ
カ
ー

　園
部
優
月
選
手

　
両
親
と
も
に
下
仁
田
町
出
身
の
園

部
優
月
選
手
（
富
岡
市
）
が
、
５
人

制
サ
ッ
カ
ー
（
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ

ー
）
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
人
制
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
中

で
は
最
年
少
選
手
で
、
現
在
は
筑
波

大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校
高
等

部
３
年
生
。
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
も
所

属
し
て
い
ま
す
。

●
選
手
名

園
部
優
月
（
そ
の
べ
・
ゆ
づ
き
）

２
０
０
３
年
９
月
生
ま
れ

●
ポ
ジ
シ
ョ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー

２
０
１
９
　
日
本
代
表
初
選
出

祖
父
（
父
方
）

園
部
錠
吉
さ
ん
（
西
野
牧
）

祖
父
（
母
方
）

田
村
三
郎
さ
ん
（
栗
山
）

　
富
岡
市
立
美
術
博
物
館
で
は
、
下

仁
田
町
在
住
の
三
輪
洸
旗
（
こ
う

き
）
・
途
道
（
み
ち
よ
）
夫
妻
の
展

覧
会
「
三
輪
洸
旗
・
途
道
展―

富
岡

か
ら
世
界
を
紡
ぐ―

」
を
、
全
館
を

使
用
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
木
を
素
材
と
し
た
彫
刻
作
品
や
絵

画
な
ど
、
新
作
を
含
む
二
人
の
代
表

作
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
こ
の
貴

重
な
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
、
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

●
会
場

　富
岡
市
立
美
術
博
物
館
・

福
沢
一
郎
記
念
美
術
館
（
富
岡
市
黒

川
３
５
１
番
地
１
）

●
会
期
　９
月
11
日
（
土
）
〜

11
月
７
日
（
日
）

●
休
館
日
　
月
曜
日
〔
た
だ
し
、
９

月
20
日
（
月
・
祝
）
は
開
館
、
翌
21

日
（
火
）
は
休
館
〕

　
富
岡
市
立
美
術
博
物
館
で
は
、
下

仁
田
町
在
住
の
三
輪
洸
旗
（
こ
う

き
）
・
途
道
（
み
ち
よ
）
夫
妻
の
展

覧
会
「
三
輪
洸
旗
・
途
道
展―

富
岡

か
ら
世
界
を
紡
ぐ―

」
を
、
全
館
を

使
用
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
木
を
素
材
と
し
た
彫
刻
作
品
や
絵

画
な
ど
、
新
作
を
含
む
二
人
の
代
表

作
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
こ
の
貴

重
な
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
、
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

●
会
場

　富
岡
市
立
美
術
博
物
館
・

福
沢
一
郎
記
念
美
術
館
（
富
岡
市
黒

川
３
５
１
番
地
１
）

●
会
期
　９
月
11
日
（
土
）
〜

11
月
７
日
（
日
）

●
休
館
日
　
月
曜
日
〔
た
だ
し
、
９

月
20
日
（
月
・
祝
）
は
開
館
、
翌
21

日
（
火
）
は
休
館
〕

●
観
覧
料

一
般
　
８
０
０
円

大
学
・
高
校
生
　
４
０
０
円

中
学
生
以
下
　
無
料

●
観
覧
料

一
般
　
８
０
０
円

大
学
・
高
校
生
　
４
０
０
円

中
学
生
以
下
　
無
料

「
夏
の
県
民
交
通

安
全
運
動
」

　
７
月
11
日
か
ら
７
月
20
日
に
か
け

て
、
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
13
日
（
火
）
に
道
の
駅
し
も
に

た
前
の
国
道
２
５
４
号
線
で
街
頭
指

導
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
運
動
の
周
知
と
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

園部 優月選手

三輪洸旗
《白のチューリップ ＃3》

作家蔵

三輪洸旗
《白のチューリップ ＃3》

作家蔵 三輪途道《午後は鮨八で待つ》個人蔵三輪途道《午後は鮨八で待つ》個人蔵

下
仁
田
町
在
住
の
三
輪
洸
旗
・
途
道
夫
妻

富
岡
市
立
美
術
博
物
館
で
展
覧
会
開
催

下
仁
田
町
在
住
の
三
輪
洸
旗
・
途
道
夫
妻

富
岡
市
立
美
術
博
物
館
で
展
覧
会
開
催

広
報しもにた
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令和３年
第443号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより

町文化協会等主催の文化事業の
中止と開催について

町文化協会等主催の文化事業の
中止と開催について

　毎年開催していた文化協会等主催の文化事業（映画観賞会・町民文化講座・町民文化
祭音楽芸能発表会）は、新型コロナウィルス感染症予防や所属団体の活動状況等を考慮
し、今年度につきましても中止することになりました。ご理解いただきますようお願いいたし
ます。
　また、町民文化祭作品展示会については、１１月中旬に開催を予定しています。
●問い合わせ　文化協会事務局（下仁田町公民館）　☎８２－３５３５

「かぶら文化講座」
受講生募集

「かぶら文化講座」
受講生募集

　富岡・甘楽４市町村の教育委員会連携による「かぶら文化講座」を開催します。この講
座は、とみおか市民大学校の認定講座になっています。
日時・内容・講師・会場　　下表のとおり
●対象者　２０歳以上の人
●受講料　無料
●定　員　富岡市・甘楽郡全体で７０人（先着順）
●申し込み・問い合わせ
９月１日（水）～１７日（金）の間に、下仁田町公民館（電話８２－３５３５）へ電話で申
し込んでください。※１講座だけの参加もできます。

※１０月６日（水）の富岡市で開催される第１回講座は「かなざわ講座」を兼ねます。

回

１

２

３

４

５

日　　時 学　習　内　容 講　　師 開　催　場　所

１０月６日（水）
13：20～15：00

金沢工業大学
名誉教授

藤島　秀隆 氏

郷土史研究家
熊井戸　良男 氏

写真家
角田　新八 氏

龍光寺
副住職

神宮　良弘 氏

群馬県立世界遺産
センター　普及調査係 
主幹 中島　秀規 氏

富岡市
生涯学習センター

甘楽町
甘楽町文化会館

南牧村
南牧村活性化
センター

富岡市
生涯学習センター

下仁田町
下仁田町文化
ホール

１０月２０日（水）
13：30～15：00

１１月４日（木）
13：30～15：00

１１月１８日（木）
13：30～15：00

１２月１１日（土）
13：30～15：15

（開講式）
豪姫伝承の謎

－加賀藩の記録とその伝承－

おかしんだいねぇ！
甘 楽 弁 の 世 界

知りゃあ知るほど不思議な上州弁

撮影を通してみた石垣の郷

富岡製糸場の工女顕彰

富岡製糸場と絹産業遺産群
～渋沢栄一とのかかわり～

（閉講式）
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水
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の
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（
南
野
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）
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築
翠

■
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ぶ
ら
川

　朝
陽
に
光
る

　と
ん
ぼ
達 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
盆
百
合
は
主
待
つ
庭
今
年
も
咲
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　（
南
野
牧
）

　清
水
み
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代

■
中
元
に
案
ず
る
甥
は
便
り
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心
に
姿
を
偲
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て
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馬
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）

　田
村

　久
江

■
ワ
ー
プ
ロ
も
電
話
も
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く
て
良
か
っ
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と
七
十
年
前
の
よ
せ
書
き
読
め
り
（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
朝
四
時
に
起
き
て
見
初
め
し
朝
顔
と
東
の
暁
共
に
沁
み
見
る

　
　
　
　

 

（
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野
牧
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築
翠

■
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た
る
山
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に
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い
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　ひ
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そ
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咲
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た

　静
か
な
朝
に
（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
あ
た
り
前
そ
れ
さ
え
許
さ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
に
夏
野
菜
揃
え
て
二
人
の
夕
餉
（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

す
じ

た
ち
あ
お
い

う

つ
や

【
星
俳
句
会
七
月
句
会
】

■
水
面
の
雲
を
乗
り
越
え
水
す
ま
し

　
　
　高
田
ト
ク

■
七
羽
連
れ
波
に
ゆ
っ
く
り
夏
の
鴨

　
　
　新
井
笑
子

■
田
植
え
済
み
水
面
に
生
き
風
の
筋

　
　
　斉
藤
悦
子

■
ワ
ク
チ
ン
を
信
じ
る
予
約
梅
雨
の
晴
れ

　須
藤
禮
子

■
接
種
医
の
胸
の
ワ
ッ
ペ
ン
黒
揚
羽

　
　
　永
井
波
江

■
コ
ロ
ナ
禍
の
豪
雨
災
害
む
し
暑
し

　
　
　
　吉
田
文
子

■
ひ
と
雨
に
風
の
青
さ
よ
立
葵

　
　
　
　
　
　
　工
藤
初
恵

■
内
視
鏡
す
す
め
る
医
師
の
声
凉
し

　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
日
の
色
に
熟
れ
て
艶
や
か
プ
チ
ト
マ
ト 

　
　
　今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

「
新
刊
図
書
情
報
」

著者名
岡部敬史
鳥羽亮
佐伯泰英
坂岡真
藤井邦夫
坂岡真
篠田桃紅
樋口恵子
恩田陸
加藤休ミ
なかやみわ
柴田ケイコ
町田そのこ
鈴木英治
佐伯泰英
林真理子
渡邊修

日本レクリエーション協会

著者名
村上祥子
牛尾理恵

洗濯ブラザーズ
俵森朋子
大杉満

上田秀人
佐々木裕一
藤井邦夫
辻堂魁

成毛眞
藤井邦夫
湊かなえ
小杉健治
上田秀人

書名
くらべる京都

介錯人・父子斬日譚　5追討
照降町四季2　己丑の大火
照れ降れ長屋風聞帖13　福来

新・知らぬが半兵衛手控帖13　偽坊主
はぐれ又兵衛例操控３　目白鮫

これでおしまい
老いの福袋
薔薇のなかの蛇

クレヨンで描いたおいしい魚図鑑
きりかぶのきりじいちゃんときりばあちゃん

パンどろぼう
夜空に泳ぐチョコレートグラミー

突きの鬼一　饗宴
照降町四季4　一夜の夢
美人の魔界退治
果実酒　歳時記

懐かしい歌・思い出の歌

書名
60歳からはラクしておいしい頑張らない台所

ラクして続く、家事テク
間違いだらけの洗濯術

7歳からの老犬ごはんの教科書
一生役立つ糖尿病レシピ410

一年中センスよく美しい小さな庭づくり
活溌脳をつくる60歳からのおりがみ

禁裏付雅帳11　偽計
身代わり若殿葉月定光6　消えた姫君

江戸の御庭番7　裏切り
風の市兵衛　乱れ雲

世界の伝記NEXT　渋沢栄一
2040年の未来予測

新・秋山久蔵御用控10　隠れ蓑
ドキュメント

向島・箱屋の新吉3　梅若の涙雨
高家表裏譚3　結盟

７
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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令和３年
第443号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489
公民館だより公民館だより

町文化協会等主催の文化事業の
中止と開催について

町文化協会等主催の文化事業の
中止と開催について

　毎年開催していた文化協会等主催の文化事業（映画観賞会・町民文化講座・町民文化
祭音楽芸能発表会）は、新型コロナウィルス感染症予防や所属団体の活動状況等を考慮
し、今年度につきましても中止することになりました。ご理解いただきますようお願いいたし
ます。
　また、町民文化祭作品展示会については、１１月中旬に開催を予定しています。
●問い合わせ　文化協会事務局（下仁田町公民館）　☎８２－３５３５

「かぶら文化講座」
受講生募集

「かぶら文化講座」
受講生募集

　富岡・甘楽４市町村の教育委員会連携による「かぶら文化講座」を開催します。この講
座は、とみおか市民大学校の認定講座になっています。
日時・内容・講師・会場　　下表のとおり
●対象者　２０歳以上の人
●受講料　無料
●定　員　富岡市・甘楽郡全体で７０人（先着順）
●申し込み・問い合わせ
９月１日（水）～１７日（金）の間に、下仁田町公民館（電話８２－３５３５）へ電話で申
し込んでください。※１講座だけの参加もできます。

※１０月６日（水）の富岡市で開催される第１回講座は「かなざわ講座」を兼ねます。

回

１

２

３

４

５

日　　時 学　習　内　容 講　　師 開　催　場　所

１０月６日（水）
13：20～15：00

金沢工業大学
名誉教授

藤島　秀隆 氏

郷土史研究家
熊井戸　良男 氏

写真家
角田　新八 氏

龍光寺
副住職

神宮　良弘 氏

群馬県立世界遺産
センター　普及調査係 
主幹 中島　秀規 氏

富岡市
生涯学習センター

甘楽町
甘楽町文化会館

南牧村
南牧村活性化
センター

富岡市
生涯学習センター

下仁田町
下仁田町文化
ホール

１０月２０日（水）
13：30～15：00

１１月４日（木）
13：30～15：00

１１月１８日（木）
13：30～15：00

１２月１１日（土）
13：30～15：15

（開講式）
豪姫伝承の謎

－加賀藩の記録とその伝承－

おかしんだいねぇ！
甘 楽 弁 の 世 界

知りゃあ知るほど不思議な上州弁

撮影を通してみた石垣の郷

富岡製糸場の工女顕彰

富岡製糸場と絹産業遺産群
～渋沢栄一とのかかわり～

（閉講式）
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藤
志
げ
子

■
日
の
色
に
熟
れ
て
艶
や
か
プ
チ
ト
マ
ト 

　
　
　今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

「
新
刊
図
書
情
報
」

著者名
岡部敬史
鳥羽亮
佐伯泰英
坂岡真
藤井邦夫
坂岡真
篠田桃紅
樋口恵子
恩田陸
加藤休ミ
なかやみわ
柴田ケイコ
町田そのこ
鈴木英治
佐伯泰英
林真理子
渡邊修

日本レクリエーション協会

著者名
村上祥子
牛尾理恵

洗濯ブラザーズ
俵森朋子
大杉満

上田秀人
佐々木裕一
藤井邦夫
辻堂魁

成毛眞
藤井邦夫
湊かなえ
小杉健治
上田秀人

書名
くらべる京都

介錯人・父子斬日譚　5追討
照降町四季2　己丑の大火
照れ降れ長屋風聞帖13　福来

新・知らぬが半兵衛手控帖13　偽坊主
はぐれ又兵衛例操控３　目白鮫

これでおしまい
老いの福袋
薔薇のなかの蛇

クレヨンで描いたおいしい魚図鑑
きりかぶのきりじいちゃんときりばあちゃん

パンどろぼう
夜空に泳ぐチョコレートグラミー

突きの鬼一　饗宴
照降町四季4　一夜の夢
美人の魔界退治
果実酒　歳時記

懐かしい歌・思い出の歌

書名
60歳からはラクしておいしい頑張らない台所

ラクして続く、家事テク
間違いだらけの洗濯術

7歳からの老犬ごはんの教科書
一生役立つ糖尿病レシピ410

一年中センスよく美しい小さな庭づくり
活溌脳をつくる60歳からのおりがみ

禁裏付雅帳11　偽計
身代わり若殿葉月定光6　消えた姫君

江戸の御庭番7　裏切り
風の市兵衛　乱れ雲

世界の伝記NEXT　渋沢栄一
2040年の未来予測

新・秋山久蔵御用控10　隠れ蓑
ドキュメント

向島・箱屋の新吉3　梅若の涙雨
高家表裏譚3　結盟

７
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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健康健康

　
救
急
車
は
、け
が
や
急
病
な
ど
で

緊
急
に
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
傷
病
者
の
た
め
の
も
の
で
す
。 

緊
急
性
が
な
く
要
請
す
る
と
、本
当

に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、遠
く
の
救
急
車
が
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
、到
着
が
遅
れ

る
こ
と
で
、救
え
る
命
が
救
え
な
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

緊
急
性
が

な
く
自
分
で
病
院
に
行
け
る
場
合

は
、救
急
車
以
外
の
交
通
機
関
等
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

し
か
し
、傷
病

者
の
様
子
や
事
故
の
状
況
な
ど
か

ら
、急
い
で
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
た
ほ

う
が
よ
い
と
思
っ
た
時
は
、迷
わ
ず
１

１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
に
１
１
９
番

通
報
を
！
】

•
意
識
が
な
い 

•
呼
吸
、脈
拍
が
感
じ
ら
れ
な
い 

•
呼
吸
が
困
難
で
あ
る 

•
顔
色
が
悪
く
冷
や
汗
を
か
い
て
い
る

•
激
し
い
胸
痛
、頭
痛
、腹
痛
が
す
る 

•
や
け
ど
の
範
囲
が
広
い 

•
頭
を
打
ち
、意
識
が
お
か
し
い

•
骨
が
折
れ
て
い
る
よ
う
だ 

•
け
い
れ
ん
が
続
い
て
い
る  

な
ど

【
誤
っ
た
利
用
例
】

•
救
急
車
で
行
け
ば
優
先
し
て
病
院

が
診
て
く
れ
る

•
救
急
車
の
方
が
早
く
て
、便
利

　
救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
す
る
人

の
た
め
に
、適
正
利
用
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
下
仁

田
消
防
署
ま
で

☎
82
―
２
２
２
９

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
ご
協
力
を
！

　
今
年
度
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
費
用
を
一
部
助
成
す
る
事
業

を
実
施
し
ま
す
。助
成
の
対
象
と
な

る
満
３
歳（
平
成
30
年
11
月
生
ま
で
）

〜
18
歳（
高
校
３
年
生
相
当
）、妊
婦

の
方
へ
は
９
月
中
に
通
知
と
申
請
書

を
お
送
り
し
ま
す
。自
己
負
担
1
，

2
0
0
円
で
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

接
種
を
予
定
し
て
い
る
方
は
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
）☎
82
―
5
4
9
0

【
子
ど
も・
妊
婦
】イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種

の
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

　
メ
タ
ボ
予
防
と
フ
レ
イ
ル
予
防
を

目
的
に
、食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん

が
楽
し
い
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
29
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階
　

栄
養
学
習
室

●
対
象
者

男
女
問
わ
ず
、ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
内
容

　
調
理
実
習「
乳
製
品
を
取
り
入
れ

た
簡
単
料
理
」食
生
活
改
善
推
進
員

か
ら
の
わ
か
り
や
す
い
講
話

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す

●
費
用
　
調
理
実
習
材
料
代

５
０
０
円

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手

拭
タ
オ
ル
、材
料
代

●
申
込・問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　

保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
82
―
５
４
９
０

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
に
よ
っ
て
は
、講
座
の
形
式
を
変
更

も
し
く
は
中
止
致
し
ま
す
。

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

に
よ
る「
乳
製
品
料
理
講
習
会
」
　受
講
者
募
集
！

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

9/16（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

おともだちとあそぼう
園庭開放

9/14（火）

１０：００～１１：３０

◎
乳
が
ん
検
査
を
し
た
い
け
ど
平
日

は
時
間
が
と
れ
な
い
方
々
、日
曜
日

に
乳
が
ん
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

●
日
時
　
令
和
３
年
10
月
17
日

日
曜
日 

午
前
９
時
〜

●
場
所

公
立
富
岡
総
合
病
院 

放
射
線
科

●
検
査
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
２
方
向 

撮
影

●
検
査
費
用
　
自
己
負
担
な
し

●
対
象
者
　
下
仁
田
町
の
乳
が
ん
個

別
検
診
の
対
象
者
の
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

（
お
手
持
ち
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。） 

●
定
員
　
30
名（
事
前
予
約
制
） 

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー 

☎
63
―
2
1
1
1（
代
）

内
線 

2
8
1
0

J.
M.
S（
ジ
ャ
パ
ン・マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
サ
ン
デ
ー
）

の
実
施
に
つ
い
て

『
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
』（
家
族
の
カ
フ
ェ
）

の
ご
案
内

　
経
験
さ
れ
た
方
し
か
わ
か
ら
な
い

気
持
ち
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

令
和
３
年
10
月
11
日（
月
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

大
会
議
室
　
　
　
　
　

●
内
容
　
交
流
会
、情
報
交
換

●
参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。入
退
室
は
、ご
都
合
に
あ
わ
せ

て
ご
自
由
に
。

　
感
染
対
策
の
た
め
、各
自
、飲
み
物

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4（
直
通
）

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
同
士
で
、

一
緒
に
お
話
し
ま
せ
ん
か
？



19 18下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

健康健康

　
救
急
車
は
、け
が
や
急
病
な
ど
で

緊
急
に
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
傷
病
者
の
た
め
の
も
の
で
す
。 

緊
急
性
が
な
く
要
請
す
る
と
、本
当

に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、遠
く
の
救
急
車
が
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
、到
着
が
遅
れ

る
こ
と
で
、救
え
る
命
が
救
え
な
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

緊
急
性
が

な
く
自
分
で
病
院
に
行
け
る
場
合

は
、救
急
車
以
外
の
交
通
機
関
等
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

し
か
し
、傷
病

者
の
様
子
や
事
故
の
状
況
な
ど
か

ら
、急
い
で
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
た
ほ

う
が
よ
い
と
思
っ
た
時
は
、迷
わ
ず
１

１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
に
１
１
９
番

通
報
を
！
】

•
意
識
が
な
い 

•
呼
吸
、脈
拍
が
感
じ
ら
れ
な
い 

•
呼
吸
が
困
難
で
あ
る 

•
顔
色
が
悪
く
冷
や
汗
を
か
い
て
い
る

•
激
し
い
胸
痛
、頭
痛
、腹
痛
が
す
る 

•
や
け
ど
の
範
囲
が
広
い 

•
頭
を
打
ち
、意
識
が
お
か
し
い

•
骨
が
折
れ
て
い
る
よ
う
だ 

•
け
い
れ
ん
が
続
い
て
い
る  

な
ど

【
誤
っ
た
利
用
例
】

•
救
急
車
で
行
け
ば
優
先
し
て
病
院

が
診
て
く
れ
る

•
救
急
車
の
方
が
早
く
て
、便
利

　
救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
す
る
人

の
た
め
に
、適
正
利
用
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
下
仁

田
消
防
署
ま
で

☎
82
―
２
２
２
９

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
ご
協
力
を
！

　
今
年
度
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
費
用
を
一
部
助
成
す
る
事
業

を
実
施
し
ま
す
。助
成
の
対
象
と
な

る
満
３
歳（
平
成
30
年
11
月
生
ま
で
）

〜
18
歳（
高
校
３
年
生
相
当
）、妊
婦

の
方
へ
は
９
月
中
に
通
知
と
申
請
書

を
お
送
り
し
ま
す
。自
己
負
担
1
，

2
0
0
円
で
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

接
種
を
予
定
し
て
い
る
方
は
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
）☎
82
―
5
4
9
0

【
子
ど
も・
妊
婦
】イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種

の
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

　
メ
タ
ボ
予
防
と
フ
レ
イ
ル
予
防
を

目
的
に
、食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん

が
楽
し
い
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
29
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階
　

栄
養
学
習
室

●
対
象
者

男
女
問
わ
ず
、ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
内
容

　
調
理
実
習「
乳
製
品
を
取
り
入
れ

た
簡
単
料
理
」食
生
活
改
善
推
進
員

か
ら
の
わ
か
り
や
す
い
講
話

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す

●
費
用
　
調
理
実
習
材
料
代

５
０
０
円

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手

拭
タ
オ
ル
、材
料
代

●
申
込・問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　

保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
82
―
５
４
９
０

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
に
よ
っ
て
は
、講
座
の
形
式
を
変
更

も
し
く
は
中
止
致
し
ま
す
。

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

に
よ
る「
乳
製
品
料
理
講
習
会
」
　受
講
者
募
集
！

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

9/16（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

おともだちとあそぼう
園庭開放

9/14（火）

１０：００～１１：３０

◎
乳
が
ん
検
査
を
し
た
い
け
ど
平
日

は
時
間
が
と
れ
な
い
方
々
、日
曜
日

に
乳
が
ん
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

●
日
時
　
令
和
３
年
10
月
17
日

日
曜
日 

午
前
９
時
〜

●
場
所

公
立
富
岡
総
合
病
院 

放
射
線
科

●
検
査
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
２
方
向 

撮
影

●
検
査
費
用
　
自
己
負
担
な
し

●
対
象
者
　
下
仁
田
町
の
乳
が
ん
個

別
検
診
の
対
象
者
の
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

（
お
手
持
ち
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。） 

●
定
員
　
30
名（
事
前
予
約
制
） 

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー 

☎
63
―
2
1
1
1（
代
）

内
線 

2
8
1
0

J.
M.
S（
ジ
ャ
パ
ン・マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
サ
ン
デ
ー
）

の
実
施
に
つ
い
て

『
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
』（
家
族
の
カ
フ
ェ
）

の
ご
案
内

　
経
験
さ
れ
た
方
し
か
わ
か
ら
な
い

気
持
ち
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

令
和
３
年
10
月
11
日（
月
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

大
会
議
室
　
　
　
　
　

●
内
容
　
交
流
会
、情
報
交
換

●
参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。入
退
室
は
、ご
都
合
に
あ
わ
せ

て
ご
自
由
に
。

　
感
染
対
策
の
た
め
、各
自
、飲
み
物

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4（
直
通
）

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
同
士
で
、

一
緒
に
お
話
し
ま
せ
ん
か
？



21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／痔ろう・肛門周囲腫瘍　　　　火／いぼ痔
水／きれ痔　　　　　　　　　　　木／歯の寿命
金／ガムは歯に悪いのか？　　　　土日／カラオケポリープ
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆９日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン9月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（9月～10月）」

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

10月29日（金）

9月7日（火）
10月5日（火）

9月17日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和3年6月～7月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年12月～令和3年1月生まれ

令和2年7月～8月生まれ

令和2年1月～2月生まれ

令和元年7月～8月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月8日（金）
予約締切日
10月6日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

9月7・21（火）

9月14日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

休止中です
富岡甘楽新型コロナ発熱外来設置中のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

広
報しもにた

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

『知って実践フレイル予防』

●9月　フレイル予防講座

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

内　　容：地域包括支援センター保健師による
　　　　　①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
申し込み：9月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり

会　場
交流防災ステーション

（道の駅）
西牧活性化センター
下仁田町公民館

実施日

27（月）

時　間

１３：３０～１４：３０

当日は下記を確認の上、ご参加を♥
●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定
●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

●高齢期にかかりやすい病気うつ病に注意しましょう
次のような状態が2週間以上続き、辛い気持ちが強い場合、早めに医療機関を受診してください。
地域包括支援センターへのご相談もできます。
　□悲しい・涙が出る・イライラする　　□これまで楽しんでいたことが楽しめなくなった
　□眠れない・早く目が覚める　　　　　□食欲がわかない
　□わけもなく疲れたように感じる

●脳を健やかに保ちましょう
　〇高血圧・糖尿病などの生活習慣病は脳の血管に悪影響が。
　〇認知症予防にウォーキングなどの運動習慣を。
　〇規則正しい生活を。

14（火）

21（火）

こころとあたまのフレイルについて

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆９月５日（日）小栁由里子先生（青葉クリニック）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療



21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／痔ろう・肛門周囲腫瘍　　　　火／いぼ痔
水／きれ痔　　　　　　　　　　　木／歯の寿命
金／ガムは歯に悪いのか？　　　　土日／カラオケポリープ
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆９日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン9月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（9月～10月）」

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

10月29日（金）

9月7日（火）
10月5日（火）

9月17日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和3年6月～7月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年12月～令和3年1月生まれ

令和2年7月～8月生まれ

令和2年1月～2月生まれ

令和元年7月～8月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月8日（金）
予約締切日
10月6日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

9月7・21（火）

9月14日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

休止中です
富岡甘楽新型コロナ発熱外来設置中のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

広
報しもにた

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

『知って実践フレイル予防』

●9月　フレイル予防講座

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

内　　容：地域包括支援センター保健師による
　　　　　①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
申し込み：9月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり

会　場
交流防災ステーション

（道の駅）
西牧活性化センター
下仁田町公民館

実施日

27（月）

時　間

１３：３０～１４：３０

当日は下記を確認の上、ご参加を♥
●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定
●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

●高齢期にかかりやすい病気うつ病に注意しましょう
次のような状態が2週間以上続き、辛い気持ちが強い場合、早めに医療機関を受診してください。
地域包括支援センターへのご相談もできます。
　□悲しい・涙が出る・イライラする　　□これまで楽しんでいたことが楽しめなくなった
　□眠れない・早く目が覚める　　　　　□食欲がわかない
　□わけもなく疲れたように感じる

●脳を健やかに保ちましょう
　〇高血圧・糖尿病などの生活習慣病は脳の血管に悪影響が。
　〇認知症予防にウォーキングなどの運動習慣を。
　〇規則正しい生活を。

14（火）

21（火）

こころとあたまのフレイルについて

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆９月５日（日）小栁由里子先生（青葉クリニック）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
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お
忘
れ
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税
は
あ
り
ま
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か
？

未
納
が
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ま
し
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ら
土
日
祝
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日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

9
月
25
日（
土
）・9
月
26
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
金
）・
１7
日（
金
）・
29
日

（
水
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

8（
金
）・
20
日（
水
）・
28
日（
木
）

の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
３
期

国
民
健
康
保
険
税
３
期

介
護
保
険
料
３
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
３
期

納
期
限
は
９
月
３０
日（
木
）で
す

月
9

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

9
月
の
支
払
日

10
月
の
支
払
日

99 有
料
広
告

「今度」と言わず早めに確認
「もしもの備え」///あなたは何を持って避難しますか？

台風シーズン到来、防災グッズを再点検台風シーズン到来、防災グッズを再点検

人口
　男
　女
世帯

（　 9）
（　 9）
（ 0）
（　 1）

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,846人
3,368人
3,478人
3,255世帯

転入  9人/  出生 1人
転出  6人/  死亡 13人

地区
ご出産おめでとうございます

吉 野　瑠 夏 （訓由・千久沙）  下小坂

（保護者）出生児
るな

（8月1日現在）

（7月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No785

月月

有
料
広
告

7月届出分〈敬称略・順不同〉

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
永　井　史　述 　 （中小坂）
福　田　奈　実　  （高崎市）｛

　　　　　 
●新型コロナウイルスワクチンについて・・・・・・・・・・・P2～P4
トピックス

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（セツ子）
（ユ　 キ）　
（邦　子）
（　弘　）
（　茂　）　
（友　美）
（博　之）
（正　雄）
（浩　史）

本　宿
下青倉
小　川
宮　室
中　央
本　宿
上　町
小　川
西野牧

工藤　勘彌
神戸　弘久
清水　せん
岩井　清
黒澤　登一
千屋　玉惠
須賀　康治
飯野　スエ子
黛　　せい

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告


